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温
暖
な
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
も
相
ま
っ
て
、
い
ま
や
人
口
は
三

七
、
○
○
○
人
を
超
え
静
岡
県
下
第
一
位
の
町
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
社
会
生
活
の
変
化
や
多
様
化
、
そ
れ
を
と
り
ま

く
環
境
も
急
変
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
古
く
よ
り
伝
わ
る
風
俗
や
慣
習
な
ど
も

我
々
の
目
前
か
ら
い
つ
の
間
に
か
姿
を
消
し
て
い
く
も
の
も
少
な
く
は
あ
り
ま

私
た
ち
の
郷
土
函
南
町
は
、
わ
が
国
で
も
有
数
の
観
光
地
Ｉ
伊
豆
半
島
ｌ
の
玄
関
口
に
位
置
し
、
北
に
は
富
士
を
仰
ぐ
風
光
明
媚
な
土
地
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
に
対
し
、
貴
重
な
資
料
の
消
滅
や
散
逸
を
防
ぎ
、
当
町
の
近

世
の
正
し
い
歴
史
を
知
る
た
め
、
昭
和
六
十
年
度
よ
り
町
内
古
文
書
収
集
調
査

今
回
こ
こ
に
、
そ
の
第
三
次
調
査
成
果
と
し
て
大
竹
・
田
中
家
（
章
氏
所

蔵
）
古
文
書
が
二
か
年
の
調
査
期
間
を
経
て
資
料
集
第
一
分
冊
と
し
て
発
刊
で

き
る
こ
と
は
誠
に
意
義
深
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
．
本
書
が
当
函
南
町
及
び
周
辺

地
域
に
お
け
る
近
世
史
を
研
究
す
る
上
で
の
好
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る

事
業
を
実
施
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

せ
ん
。終

わ
り
に
、
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
調
査
員
の
皆
様

方
、
そ
し
て
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
田
中
章
様
に
対
し
ま

し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．

こ
と
を
切
望
し
て
発
刊
の
序
と
い
た
し
ま
す
。

１
１

序

へ

函
南
町
教
育
委
員
会
教
育
長

籠

玲

十

小

必

舳

平

成

九

年

三

月

~



一

一
、
本
書
は
静
岡
県
田
方
郡
函
南
町
大
竹
に
所
在
す
る
田
中
家
古
文
書
の
資
料
集

の
第
一
分
冊
、
田
中
家
古
文
書
資
料
集
（
壱
）
で
あ
る
．

二
、
田
中
家
古
文
書
は
膨
大
な
数
で
あ
り
、
近
代
以
降
を
除
く
主
要
な
資
料
を
二

分
冊
で
田
中
家
古
文
書
資
料
集
と
し
て
刊
行
す
る
．

三
、
田
中
家
古
文
書
の
資
料
総
数
や
目
録
は
、
次
年
度
に
刊
行
予
定
の
田
中
家
古

文
書
資
料
集
（
弐
）
に
掲
載
す
る
．

四
、
本
書
に
掲
載
し
た
資
料
は
、
田
中
家
古
文
書
の
う
ち
支
配
関
係
、
貢
租
関
係
、

交
通
関
係
、
身
分
関
係
の
う
ち
主
要
な
十
二
点
で
あ
る
．

五
、
本
書
に
係
る
資
料
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
平
成
八
年
度
に
函
南
町
教
育
委
員

会
が
田
中
家
よ
り
借
り
受
け
て
、
原
本
を
コ
ピ
ー
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
．

六
、
本
書
に
係
る
事
業
は
、
函
南
町
教
育
委
員
会
が
計
画
し
た
町
内
古
文
書
収
集

調
査
事
業
の
第
三
次
調
査
と
し
て
、
平
成
七
年
二
月
よ
り
平
成
九
年
三
月
に
か

け
て
行
な
い
、
資
料
の
解
読
・
原
稿
執
筆
は
次
の
調
査
員
（
函
南
町
歴
史
研
究

会
会
員
等
）
に
依
頼
し
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
．

氏
名
の
次
の
（
歴
）
は
歴
史
研
究
会
会
員
を
示
す
．
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

香
川
幸
夫
（
歴
）
田
中
悟
（
歴
）
（
平
成
七
年
二
月
ｌ
平
成
九
年
三
月
）

笠
松
幸
一
（
歴
）
田
中
茂
子
（
歴
）
（
平
成
七
年
二
月
ｌ
平
成
九
年
三
月
）

山

田

幸

次

郎

（

平

成

七

年

二

月

ｌ

平

成

七

年

十

月

）

野
上
裕
子
高
橋
義
治
（
歴
）
（
平
成
七
年
二
月
ｌ
平
成
七
年
七
月
、
六
月
）

凡

側

七
、
本
書
を
構
成
す
る
に
あ
た
り
次
の
点
を
統
一
し
て
い
る
．

（
こ
文
章
は
読
み
下
し
文
と
し
た
。

（
二
）
前
行
に
あ
る
［
被
］
［
可
］
の
よ
う
に
次
行
で
読
み
下
す
場
合
、
そ

の

文

字

の

位

置

を

示

す

た

め

、

前

行

に

（

）

書

き

で

示

し

た

。

（
三
）
○
○
衛
門
、
○
兵
衛
、
候
は
活
字
体
と
し
た
．

（
四
）
虫
喰
、
損
傷
な
ど
の
不
明
箇
所
は
、
字
数
を
推
算
し
ロ
ロ
と
し
た
．

（
五
）
文
章
及
び
文
字
の
読
み
方
が
難
解
な
箇
所
は
ル
ビ
を
つ
け
た
．

（
六
）
原
文
を
尊
重
し
・
異
体
字
は
忠
実
に
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
よ
う
に
努

め
た
．
な
お
、
宛
字
、
誤
字
、
そ
の
他
疑
問
と
思
わ
れ
る
原
字
も
原
文

の

ま

ま

書

い

て

（

マ

マ

）

と

し

た

．

八
、
本
書
の
編
集
は
、
調
査
員
の
香
川
田
中
笠
松
田
中
の
四
氏
が
行
な
い
、

大
竹
村
の
概
説
に
つ
い
て
は
「
序
説
」
と
し
て
田
中
悟
氏
が
執
筆
し
た
．

九
、
本
事
業
に
係
る
事
務
局
は
、
函
南
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
が
担
当
し
、

資
料
（
原
本
写
、
解
読
文
、
未
掲
載
を
含
む
）
は
事
務
局
で
保
管
し
て
い
る
．

十
、
巻
末
に
、
明
治
四
年
及
び
同
六
年
に
韮
山
縣
に
提
出
し
た
大
竹
村
の
絵
図
面

、
巻
末
に
、
明
治
四
年
及
び
同
六
年
に
韮
山
縣
に
提
出
し
た
大
竹
村
α
維
区
盾

を
掲
載
し
た
。
（
田
中
家
所
蔵
）

本
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
調
査
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
示
さ
れ
快
く
資
料

を
ご
提
供
く
だ
さ
れ
た
田
中
章
氏
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
．
本
書
の
刊
行
を
も
っ
て
、
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
ご
好
意

に
対
す
る
責
務
の
一
端
を
果
た
し
た
も
の
と
存
じ
ま
す
．



序

説

文

禄

三

年

豆

州

君

澤

郡

大

竹

村

御

縄

打

水

帳

４

天

明

五

年

御

仕

置

五

人

組

帳

文

政

六

年

大

竹

村

田

畑

屋

鋪

名

寄

帳

天
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七

年

覚

天

保

十

四

年

卯

年

大

廻

様

御

先

触

写

帳

天

保

十

四

年

年

中

諸

入

用

取

調

拾

帳

弘

化

二

年

差

入

申

一

札

之
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弘
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留
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Ⅲ
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嘉

永

二

年

伊

豆

國

田

方

郡

大

竹

村

切

支

丹

宗

門

御

改

御

帳

安

政

元

年

助

郷

安

政

五

年

當

午

御

年

貢

米

御

蔵

納

出

辻

庭

帳

萬

延

元

年

往

還

国

役

村

入

用

小

前

割

帳

161 143 116139
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序
説

函
南
町
大
竹
は
、
狩
野
川
の
支
流
、
来
光
川
と
函
南
冷
川
の
合
流
点
を

軸
に
、
箱
根
山
の
裾
野
が
狩
野
川
平
野
に
下
る
台
地
の
末
端
に
位
置
し
て

い
る
・
地
名
は
、
豆
州
志
稿
に
「
村
人
云
う
、
モ
ト
桑
原
ト
ー
村
ナ
ル
時
、

大
竹
林
ア
リ
シ
故
、
地
名
ト
ス
。
」
と
あ
る
が
、
現
在
も
田
中
章
家
の
裏

山
に
、
大
き
な
竹
林
が
見
ら
れ
る
。

先
土
器
時
代
の
上
原
（
俗
称
原
の
台
）
遺
跡
、
古
墳
時
代
の
「
八
重
窪

横
穴
群
（
町
文
化
財
指
定
）
」
（
田
中
章
家
、
飯
塚
勝
家
）
も
あ
り
、
か

な
り
古
く
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

大
竹
に
関
す
る
文
献
は
少
な
い
が
、
一
番
古
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

文
書
に
、
大
竹
の
杉
山
一
男
氏
宅
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
法
國
山
光
明
院

蓮
華
寺
縁
起
」
（
以
下
「
光
明
院
縁
起
」
と
す
る
）
が
あ
る
．
こ
れ
は
、

元
禄
二
年
・
一
六
八
九
年
頃
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
．
こ
れ
に
よ
る

と
「
永
暦
元
年
・
一
一
六
○
年
に
、
源
頼
朝
が
伊
豆
に
流
さ
れ
て
き
た
と

き
に
、
一
番
初
め
に
食
糧
を
届
け
た
の
が
、
大
竹
の
地
を
先
祖
か
ら
数
代

の
采
地
と
し
て
い
た
比
企
掃
部
亮
藤
原
の
遠
宗
と
い
う
も
の
だ
っ
た
」
（

現
代
文
に
意
訳
、
以
下
同
じ
）
と
あ
り
、
「
頼
朝
は
、
多
い
に
喜
ん
で
、

肌
の
守
り
に
し
て
い
た
観
世
音
を
遠
宗
に
与
え
、
『
汝
が
領
地
に
安
置
せ

よ
、
霊
応
無
比
の
尊
像
な
り
』
と
い
っ
た
の
で
、
遠
宗
は
．
大
竹
に
戻
り

一
堂
を
建
て
頼
朝
の
開
運
を
祈
っ
た
。
」
と
あ
る
。

更
に
「
頼
朝
は
、
治
承
四
年
．
一
一
八
一
年
に
、
平
家
討
伐
の
旗
を
揚

げ
、
源
氏
の
時
代
を
迎
え
た
と
き
、
こ
の
恩
を
忘
れ
ず
遠
宗
の
嫡
子
比
企

藤
四
郎
能
員
を
判
官
代
と
し
、
武
蔵
国
比
企
郡
一
帯
を
与
え
、
大
竹
は
、
~

北
條
遠
江
守
時
政
に
与
え
た
。
」
と
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
は
、

他
の
文
献
に
は
出
て
来
な
い
の
で
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
。

応
永
五
年
．
一
三
九
八
年
の
「
走
湯
山
領
関
東
知
行
地
注
文
」
の
豆
州

の
う
ち
に
、
「
大
田
家
村
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
竹
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
室
町
時
代
に
は
、
伊
豆
山
神
社
の
社
領
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
（
三
宝
院
文
書
／
神
奈
川
県
資
料
編
３
）

「
光
明
院
縁
起
」
に
は
、
『
戦
国
時
代
を
迎
え
、
天
文
年
間
（
一
五
三

二
’
一
五
五
五
年
）
の
頃
に
は
、
跡
か
た
も
な
く
擦
練
滴
々
た
る
空
原
と

化
し
て
し
ま
っ
た
。
』
と
あ
り
、
『
天
正
十
年
・
一
五
八
二
年
に
、
蛾
田

信
長
の
為
に
武
田
勝
頼
が
滅
ぼ
さ
れ
、
武
田
の
家
臣
も
討
た
れ
た
が
、
杉

山
五
郎
左
衛
門
は
、
都
留
の
里
か
ら
山
中
（
湖
）
に
逃
れ
、
三
島
に
身
を

潜
め
て
い
た
。

た
ま
た
ま
古
老
か
ら
一
里
ほ
ど
離
れ
た
大
竹
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
昔
、

北
條
の
領
地
で
繁
盛
し
て
い
た
が
、
今
は
狐
狸
の
棲
み
か
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
土
地
を
開
き
住
み
つ
い
た
ら
ど
う
か
と
教
え
ら
れ
、
喜
ん
で
移
り
住

ん
で
い
る
と
、
半
年
ば
か
り
の
間
に
同
じ
武
田
の
旧
家
臣
栗
田
将
監
・
田

中
助
太
郎
・
縫
藤
右
衛
門
な
ど
が
後
を
慕
っ
て
尋
ね
来
て
、
軒
を
並
べ
て

住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
』
と
あ
る
。
こ
の
人
達
の
名
の
中
に
「
文
禄
三
年

・
一
五
九
四
年
御
縄
打
水
帳
」
に
出
て
く
る
の
が
あ
る
・

さ
ら
に
「
し
か
し
、
伊
豆
は
永
正
の
頃
・
一
五
○
四
’
一
五
二
一
年
か

ら
、
北
条
早
雲
の
領
地
と
な
り
、
此
の
辺
の
村
々
は
、
後
北
条
の
重
臣
間

宮
豊
前
守
好
高
が
治
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
天
正
十
八
年
．
一
五
九
○
年
の
春
、
太
閣
秀
吉
が
北
條
氏

政
を
征
伐
の
た
め
、
自
ら
出
馬
し
て
く
る
。
北
條
方
は
、
驚
い
て
山
中
の

城
に
待
ち
受
け
戦
争
の
用
意
を
し
た
。
大
竹
の
者
は
、
全
員
小
田
原
に
篭

も
る
べ
し
と
の
命
令
に
よ
り
、
杉
山
以
下
小
田
原
に
三
か
月
と
四
日
も
篭

城
し
た
。
此
時
、
大
竹
村
は
、
軍
勢
の
放
火
に
あ
っ
て
家
は
、
残
ら
ず
焼

-11-
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’

き
払
わ
れ
、
古
来
の
記
録
も
総
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

同
年
七
月
七
日
、
北
條
氏
の
降
伏
に
よ
り
小
田
原
は
落
城
し
、
杉
山
等

は
、
皆
大
竹
に
戻
り
家
を
建
て
な
お
し
て
住
み
つ
い
た
。
」
と
あ
る
・

同
文
書
に
は
、
こ
の
あ
と
、
文
禄
三
年
・
一
五
九
四
年
の
所
謂
「
太
閣

検
地
」
の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
の
事
は
、
「
歴
研
」
第

二
二
号
（
平
成
六
年
）
及
び
第
二
三
号
（
平
成
七
年
）
誌
上
に
平
井
の
笠

松
幸
一
さ
ん
が
発
表
さ
れ
た
、
「
函
南
町
の
旧
村
々
を
支
配
し
た
人
々
」

及
び
同
補
正
か
ら
、
大
竹
村
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、

建
久
四
年
．
一
一
九
三
年
に
は
、
駿
河
伊
豆
守
守
護
職
北
條
時
政
の
支

配

。

明
応
二
年
・
一
四
九
三
年
…
…
…
韮
山
城
主
伊
勢
新
九
郎
領
地
。

天
正
一
○
年
．
一
五
八
二
年
．
…
：
同
北
條
美
濃
守
氏
規
領
地
。

同
一
八
年
．
一
五
九
○
年
：
。
…
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
長
支

配

。

慶
長
八
年
．
一
六
○
三
年
…
…
同
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
政
支
配
．

寛
永
九
年
．
一
六
三
二
年
…
…
同
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
利
支
配
。

寛
文
六
年
．
一
六
六
六
年
．
：
…
同
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
暉
支
配
。

元
禄
一
一
年
。
一
六
九
八
年
…
…
旗
本
阿
部
文
蔵
知
行
（
一
部
・
○
石

九

斗

八

升

九

合

分

）

・

宝
永
元
年
・
一
七
○
四
年
．
…
：
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
暉
支
配
。

享
保
一
○
年
・
一
七
二
五
年
．
…
：
三
島
代
官
河
原
清
兵
衛
支
配
。

明
和
四
年
．
一
七
六
七
年
：
…
…
・
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
毅
支

明
和
六
年
．
一
七
六
九
年
．

天
明
五
年
．
一
七
八
五
年
．

配
。

J
’

：
…
・
上
州
館
林
藩
松
平
右
近
将
監
領
地
。

：
：
小
田
原
藩
大
久
保
加
賀
守
忠
増
領
地
。

天
保
五
年
．
一
八
三
四
年
の
天
保
郷
帳
で
は
、
一
○
五
石
一
斗
四
升

六
合
で
あ
る
。
秋
山
富
南
の
「
豆
州
志
稿
」
を
伊
豆
長
岡
町
小
坂
の

萩
原
正
平
、
正
夫
父
子
が
増
訂
し
た
「
増
訂
豆
州
志
稿
」
を
見
る
と

（
○
印
は
、
原
本
、
〔
増
〕
印
は
、
増
訂
分
）

○

大

竹

村

○
田
額
百
五
石
六
合
内
新
田
三
斗
八
升
五
合

｛
増
〕
反
別
六
拾
五
町
八
反
七
畝
拾
六
歩
、
内
、
田
八
町
三
反
一
畝
廿

三
歩
、
畑
十
三
町
五
反
五
畝
五
歩
、
宅
地
一
町
六
反
九
畝
十
六
歩
、
山
林

三
十
九
町
七
反
八
畝
九
歩
、
原
野
二
町
十
五
歩
、

一
増
〕
地
価
金
六
千
九
百
壱
圓
六
拾
九
銭
三
厘
、

と
な
っ
て
い
る
．

村
高
に
対
し
て
、
割
り
当
て
ら
れ
た
年
貢
米
は
、
「
年
貢
免
状
」
に
記

さ
れ
て
い
る
が
、
函
南
町
誌
上
巻
（
昭
和
四
九
年
．
一
九
七
四
年
発
行
）

に
、
三
島
市
の
鈴
木
勝
彦
氏
が
ま
と
め
た
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
紹

介
す
る
。
（
別
表
）

明
治
元
年
・
一
八
六
九
年
．
…
：
…
小
田
原
藩
知
事
大
久
保
忠
良
支
配
。

同

年

・

同

年

…

・

…

：

韮

山

県

知

事

江

川

英

武

支

配

（

旗

本

阿
部
氏
知
行
分
）
で
あ
る
。

村
高
は
、
文
禄
三
年
・
一
五
六
○
年
の
検
地
で
は
、
一
○
二
石
余
、

元
禄
十
五
年
．
一
七
○
二
年
の
元
禄
郷
根
で
は
、
一
○
五
石
○
○
四

〈
ロ
、

－2－
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一

泌 糾

鄙 鄭

鄙 邦

錨 受

謝 鹿

認 肩

剴 粛

三 一 当 一

二 一 卦 一

滞 実

剤 昌

諏 屠
課 溥

料 言

湫 索

震 言

滞 澪
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

｛ ｝ 《 一 部

い 《 一 粋

《 一 へ 「 ”

』 』 《 一 斗

一 弐 一 帥

四 恥 祠

画 衞

今 令

ら 補

』 い 《 和

画 令

芦 、 《 詞

四 へ 詞

墜 《 「

四 笥

切 へ 「

（ ） 《 詞

~ ~

~ ~ ~ ~

一 計 引 玩 毛 吟 一 生 ‐ 一 準 幸 ⑯ ｜ 軸 逼

』 今 １ 《 つ つ 岸 の １ ｍ ｍ 《 ↑

岸 昏 ｌ 曹 司 四 一 四 Ｉ 。 『 へ 一

号 － １ 今 つ ⑦ 一 つ １ ｍ ｍ 」

戻 千 の 四 画 声 の ’ 一 つ へ 一

骨 《 ｌ へ 一 つ の

』 《 ｌ ↑ つ つ

』 今 １ 《 つ つ

岸 昏 ｌ 曹 司 、

田
己

米
米

ロ
レ
ロ
レ

念
禽

l
I

s
g
函
函

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

』 《 』 － 画 』 四

』 』 Ｉ 今 司 つ

一 つ １ ， ， つ

岩 国 ｌ 」 ④ 二

一 《 ｝ Ｉ 今 幸 畠

』 《 ｝ ｌ へ 一 璽 言

一 〔 ｝ Ｉ 函 、 ］

』 （ ｝ Ｉ 、 国 司

』 轡 １ つ 国 司

~ ~
岸 毎 １ ｍ の 今

岸 つ １ ｍ ｍ 声 一

声 の １ ｍ ｍ 一 一

一 四 ’ ○ 『 へ 一

一 切 ’ 一 「 、

罠 切 ‐ ‐ 今 司 （ 〕

』 ｛ 〕 ｌ 』 岸 つ

］ ⑫ １ （ ｝ 四 ｍ

』 句 １ つ 画 、

一 曇 － １ 画 の 二 宮 つ ’ 四 つ 空 つ ！ ］ 四 一

胃 の １ ｍ 函 今 』 函 Ｉ ］ 画 信 一 つ ｌ 今 今 つ

］ ↑ ｌ 「 』 ↑ 』 一 ’ つ つ 四 つ ’ 一 一 つ

冒 函 １ ｍ つ 』 、 ’ ＠ つ 『 つ ’ 四 四 今

』 』 １ ， ℃ 四 つ ’ 四 ｍ ｍ

』 芦 ｌ 今 ＠ つ つ ’ 四 つ の

一 つ １ つ 国 司 。 ｌ い つ ⑦

一 』 ｌ 《 四 つ つ Ｉ い つ ③

』 』 ’ 一 ＠ つ つ ’ 四 つ （ ）

つ Ｉ い つ 二

罠 ） １ つ （ ） 罰 つ 四 二 つ － － 画 『 今

一 つ １ つ 。 ② つ ｌ 雪 《 ② 』 ’ 四 劃 へ 一

？ ⑨ ９ ？ 葛 員 山 四 一

畳 つ ’ つ つ 四 つ ’ 四 ｍ 函 』 １ 画 函 《

』 （ ） １ つ ＠ ｍ つ ’ 四 ｍ 函 岸 １ 国 函 今

臺 米 の 四 出 血 ④

臺 米 咋 甲 扇 ④

号 ！ “ ぬ ら

』 １ 画 函 《

岸 』 ｉ ｍ ＠ 塁 つ ‐ ぬ の ③

器 塞 遷 志 一 蕊 一 鑿 ”

’ 1

汁 式 茸 椅 酬 詠 莞

つ ’ 四 《 一 司 岸 － ｍ ｍ ＠ つ １ つ 函 四

つ ’ 四 つ 三 つ ’ ＠ 祭 司 旨 １ ， 句 今 つ １ つ 函 雪

試 雪

』 １ 画 ＠ ｍ 』 Ｉ 『 、 ＠ つ Ｉ （ ） の 包

皀 １ 国 ④ 包 営 Ｉ ↓ の つ つ １ つ 函 包

○ ’ 四 今 今 』 ｌ 包 亜 つ ・ Ｉ つ 司 （ ）

つ １ つ 』 つ 』 Ｉ 包 つ つ つ ’ つ つ 唾

－ － 画 『 《 岸 ’ 四 つ 《 ｝ Ｃ ｌ つ い 』

』 ’ 四 劃 へ 一 号 ｉ ｍ ｍ 轡 ・ ‐ （ ） 函 一

』 １ ｍ ｍ ］ つ １ つ 函 芦

芦 １ ｍ ｍ 』 Ｃ ｌ つ ぃ 一

三 １ 国 函 今 芦 １ ｍ ｍ 芦 つ １ つ 函 』

四 １ 骨 、 ④ つ １ つ 国 芦

函 ｌ 』 、 ＠ つ １ つ 函 芦

つ ’ ＠ ↑ 『 芦 １ ｍ ｍ 二 つ １ つ 函 （ ｝

つ ’ 四 一 『 』 １ ｍ ｍ 」 つ １ つ 函 四

つ ‐ 四 今 包 』 １ ｍ ｍ 四 つ １ つ 国 璽

つ ｌ 四 谷 劃 』 Ｉ 四 四 ＠ つ １ つ 四 四

』 １ 画 ＠ ｍ

』 １ 国 ④ 『

○ ’ 四 今 今

つ １ つ 』 つ

－ － 画 『 《

』 ’ 四 劃 へ 一

言 ！ “ ぬ ら

』 １ 画 函 《

岸 １ 国 函 今
ペ 莞 仰

謡 時 Ｓ

庁 酬 聖

ラ ｓ Ｓ

煮 泌 蜑

涛 サ ン

ベ 蚤 奔

奔 凱 含

舜 獣 刈

言 Ｊ 識

※

鐸 識 が テ 掛 謎 転 三

報 庸 ・ 彗 肩 咋 嶺 雪

葺 豆 妥 肌 鈩 郵 ！ ‐

強 領 氏 嶺 営 戟 嶺

謎 牌 仔 歸 か ラ 器

咋 ↑ ） ペ ↑ ） ・ 書 ↑ ）

鈩 証 謎 雰 妥 酬

芦 野 咋 題 代 葬

が 戸 鈩 庁 で 葵

・ 汁 蛍 強 パ 罫

縦 翠 洲 （ 田 丑 料 畷 学 び ）

。
‐
つ

。
。

つ
つ

つ
つ

‐
つ
つ
つ

1
1

つ
つ

○
丁
。
1

つ
く
つ

１ つ 、 （ ）

弾 、 粋 聖 一 升 掛 牢

汁 懲 一 一 口 升

つ ’ つ つ 《 。 、

つ ’ つ つ 《 。 、

（ ） ’ つ つ 《 ・ 函

・ ’ つ つ 一 ・ ｍ

つ ’ つ つ 《 。 、

つ ’ ○ つ 《 ． 、

つ １ つ 。 《 ・ 印

・ ’ ＠ つ 今 ・ 罰

。
が
誉
q弓
'序

難
戦
舜
口
二
粁
嶺
＞
宍
鴻

』 ’ 四 つ 」

岸 ’ 四 つ ］

酎 ‐ 辛 単 の~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

ロ 米 妻 米 半 一 雲 詳 吟

剴 等 単 咋 弾 瓦 卦 牢

《 つ ’ 一 今 画

今 』 ’ 四 ｍ 画

い の １ ｍ ｍ の

ら つ ｌ つ い の

与 国 Ｉ 《 、 、 つ １ つ 、 つ

今 圃 Ｉ 司 餌 「 つ ｌ ｏ ｍ つ

↑ 』 ’ 四 』 四 つ １ つ 、 つ

二 四 ｌ 』 四 つ つ ｌ ］ 望 ）

《 四 １ 』 四 ○ つ ｌ 』 、 つ

《 『 － つ つ 』 つ １ 国 、 《 ・ ＠

《 『 １ ． つ 声 つ ’ 四 ｍ 《 ・ ロ

《 句 ’ 一 ↑ つ つ Ｉ 』 、 一 ・ ｍ

今 の Ｉ 《 《 つ つ ｌ 』 ⑳ 今 ． 印

《 芦 ｌ 『 、 四 つ － 得 可 今 。 、

四 四 Ｉ の 句 ⑨ つ ｌ ］ 、 一 ・ ｍ

一 》 叫 一 》 》 ’ 一 Ⅷ ｝ 一 一 や 麺

敷 掛

咋 庸

が Ⅲ

誉 横

か 牌

吟 二

学 ユ ダ

宕 誉

舜 謁

が 強

、

－
3
－

つ ’ 四 四 ℃

つ １ 国 ④ い

（ ） ’ 四 四 画

。 ’ 函 、 函

つ ’ 四 ℃ 四

つ １ 画 、 四

つ ｌ 図 画 』

一 ） １ 画 函 ］

ｅ ’ 四 ｍ 胃

ｅ １ 国 、 芦

つ １ 画 函 』

（ ） ’ 四 ｍ ］ |
望
垂
室
室
室
一
一

|
つ
っ
つ
く
。
。
っ
。
。
っ
‐

つ ｌ 』 つ つ

（ ｝ ｌ 』 つ つ

I ’

酬 蘇 井

零 峯 需 刻

卦 、 科

汁 米

罰 竺 ・ 単 咋

臓 斤

酎 些 ． 当 の 一 計 、 粋
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州
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澤
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縄
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》
星
壱
釧
秘
叩
Ｊ
函
赤
杢
岼
噸
鯉
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↑
‐

一
俄
川
馴
協
遵
郁
枇
学
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一

二
洞
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午
I

ナ

７
人

ザ、
昨
恥
１
Ｊ 守

】

ノ

峰
催
ｆ
櫻
弥
側

Y3

人
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事
ま
あ
~
．

魁

.$も

同

所
下

田

壱

畝

九

歩

同

所
中
田
四
段
五
畝
拾
五
歩

拾
五
〆
（
貫
）
分

中

田

壱

畝

拾

歩

宮

下

右

馬

助

分

中

田

弐

段

三

畝

廿

歩

字

兵

衛

間

作

宮

下
下

田

壱

段

八

畝

五

歩

孫

左

衛

門

主

作

宮

下

杉

山

分

二

入

下

田

壱

段

弐

畝

拾

五

歩

惣

左

衛

門

主

作

同

所

杉

山

分

下

田

壱

段

弐

畝

拾

八

歩

五

右

衛

門

主

作

同

所
下

田

壱

段

弐

畝

壱

歩

善

左

衛

門

主

作

同

所
下
田
壱
段
三
畝
弐
拾
弐
歩
杉
山
五
郎
左
衛
門
主
作

同

所
中
田
三
段
弐
拾
弐
歩

同

人

同

人

縫
之
助
主
作

同

人

－5－

~



F r一
ー 一一

‐

b 一

、

ノ

rr'『

燃
川
Ｗ
八
Ｖ
４
２
藤
Ⅲ
卯
＃
陥
陛
崎
恥
叩
も
恥
』

ム

ダ

〃

。

■

の

″

９

ｂ
Ｊ
Ｌ

渉

~

恋

幸

麺

碓

勿

玲

尋

妬
Ｉ
勃
飛
一

也
／

。

一

．

心

‐

●

１

、

』

麓

謬

傷

。

〃
鯵
聯
）
~

I

．
▼･

L－
一一一

同

所

中

田

三

段

拾

歩

同

所
下

田

壱

段

弐

畝

五

歩

修

理

主

作

宮

下

杉

山

分

中

田

壱

段

弐

畝

拾

八

歩

右

馬

丞

主

作

中
田
以
上
壱
町
弐
段
三
畝
五
歩

下
田
以
上
八
段
三
畝
五
歩

此

内

壱

畝

九

歩

嘗

不

作

田
合
弐
町
六
畝
拾
歩

下

田

五

畝

歩

永

不

作

矢

野

五

郎

兵

衛

伊

熊

御

縄

之

内

佐

野

彦

平

甲

文
禄
三
年
七
月
午
十
二
日
村
田
二
郎
左
衛
門

杉

山

左

近

’
右

之

外

将

監

主

作

江
川
民
部
丞

－6－

一一
~ ~ ~



~~ ~~
－

銭
Ｉ
爺
抄

厳
聯
弥
雄
１
ず

１

＄

、

，

刀
ｙ
参
健
脚
公
〃
Ｊ
◇
塞
励
脆
肌
１
〃
１
１
４

誇
嘩
診
一

及
戯
ｒ
乏
妙
Ｊ
~
~

■

c望呵

禧
苛
椛
獅
樅
雪
／
、

↑
術
‐
『
，
叩

ﾘ、
し

~ フ

を
庵
”

~
，

、

卿
今
岫
叫
‐

訂夕

同

所
中
田
八
畝
弐
拾
四
歩

同

所

上

田

九

畝

五

歩

同

所

中

田

七

畝

歩

同

所
上

畠

壱

畝

拾

四

歩

源

左

衛

門

手

替

リ

上
田
弐
段
六
畝
拾
四
歩
太
郎
右
衛
門

同

所
上

畠

五

畝

拾

弐

歩

同

所
上

畠

三

畝

六

歩

田

畠

合

六

段

壱

畝

拾

壱

歩

中
田
以
上
壱
段
五
畝
弐
拾
四
歩

上

畠

以

上

壱

段

弐

歩

上
田
以
上
三
段
五
畝
拾
五
歩

杉
山
分
入

善

七

郎

将

監

孫

左

衛

門

同 将

人 監

7－



一‐一‐ ー＝＝
h－

Ｆ
１

＃、

總槐
０が

翁

色

へ

、

，

い

○
ｌ
、
妙
哩
、

ｔ
~
鐸

ｊ

－
１
〃

レ
イ
ｚ
Ｒ
Ｎ
ず
了

い

・

ず

身

や

塾

や
Ｊ
》

／

‘
、

〃

~

’
ず
、

１
，
竜
乳
秘
〆
多
・
も
篭
毘
鳴
刻
〃

、

払

芯

”

《

歩

測

必

功

１

Ｊ

徳
』

手

／
、
ｗ
鍵
瑚
唯
掘
り
《
い

乱

己

。

〃

》

ｗ

”

聯

ｒ

、

壷
、

1
－

＝

里乙

、
一
・
~
今
宛
乙
匡
↑
‐
，
〃
い
”
小
田
切
／
／
″

J■

10

人
ノ

’ジ
４

､

同

所
下

田

弐

畝

弐

拾

歩

賞

不

作

主

下
ひ
へ
川

下

田

四

段

五

畝

歩

杉

山

五

郎

左

衛

門

同

所
下

田

三

畝

歩

同

所
下

畠

九

畝

弐

歩

同

所
下

畠

四

畝

拾

歩

す

ミ

付

弐

枚

午

七

月

十

二

日

松

本

織

部

眞

田

新

三

佐

野

元

成

市

川

甚

三

白

井

善

六

同杉園

水人人 山

－8－

一－ －－~



－ー
~~~~

~

Ⅶ
酔
畔
〃
蝿
蝉
一
屍
劒
Ⅶ
１
Ｍ
榊
咽
ヅ
~
認
姪
畔
羅
＃
洲
ｗ
／

伽
嚥
″
Ａ
側
私
げ
い
雌
や
１
誓
祷
形

●
、Ｉ

診畢鰐羊’ ､

宍

封

I
》

、
』

一

〃｛
"

V

』 年

＃
罰
〃
砂
：
、
／

ｰ

い

ん？Z､
I

同

所
下

田

四

畝

八

歩

同

所

杉

山

分

下

田

五

畝

拾

八

歩

孫

左

衛

門

田

じ

り

下

田

七

畝

歩

同

所
下

田

壱

段

弐

畝

歩

同

所
下

畠

三

畝

歩

同

所

中

田

壱

畝

弐

拾

七

歩

同

所

右

馬

助

分

下

田

弐

段

壱

畝

歩

彦

二

郎

同

所
下

田

畝

弐

拾

七

歩

藤

左

衛

門

同

所
下

畠

七

畝

歩

下

ひ

へ

川

下

畠

四

畝

六

歩

杉
山
分

修

杉
山
分

甚

七

郎

吉
助
分

甚

二

郎

固’ 孫

左

衛

門

縫

右

衛

門

園’

人 人 理

－Q－
U

~ ~



~

<1，_‐
、一

ノ

」

、

β
，
Ｉ くぷ

『

ツ
、

1

≠

ｊ

へ
、

秒暑
農

護
ｗ
迄

~~

非
１
０
６
１
８

口

、~

ﾘ
ﾍ
ﾂ

1

下

ｐ

、
１
Ｊ
″
ｇ
Ｒ
Ｕ
ゴ

１
１
１

■

Ｌ

Ｉ

Ｕ

且

誰
漣
ぐぴ役一
戸

／垂ご

篭

I

今
が
診
て 蕊

躯
含
~
窪
空

、

’

一

〆

．

且

甲

、

〃

〃

。

術
0

田

じ

り

ノ

上

~

下

畠

壱

段

壱

畝

八

歩

杉

山

五

郎

左

衛

門

墨
付
四
枚

午
七
月
十
三
日

田

畠

合

壱

町

五

段

壱

畝

六

歩

下
畠
以
上
三
段
七
畝
弐
拾
六
歩

下
田
以
上
壱
町
弐
畝
拾
三
歩

此

内

弐

畝

廿

歩

嘗

不

作

中
田
以
上
壱
段
弐
拾
七
歩

金
子
善
三
郎

渡
遥
弥
十
郎

後

藤

右

近

安
武
孫
十
郎

贋
瀬
又
兵
衛

-10-

~~

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



、
』
上

、
〉

4勺 一

~
~

筆

“

職
Ⅲ
１
１
，
布
聯
７
~
ｉ
鍛

靴
一
Ｗ

４ 一

ｆ

，

《

島
叱
■

今
一
一
一
一
一
一
》
》
一
一
一
酔
唖
識
牽
》
信
圭
碑
一
剛
却
“
〃
Ｊ
１
１
．
．

~
~寵
↑

＃
：

ノざ

| I

『

俊

冬

一

蒸

升
‐
リ
イ
ー

吟
“
吟
淵
砕

１

１

０

Ⅱ

可

ｑ

ｊ

Ｊ

子

弓

ｒ

Ｙ

．
／
弓
’
●
、
‐

愁

推

を

／

卓

訊

胤
噌 ．－k

二
一 や

）
〆

晶､

厳
－〆'

4

〆

（

｜

’

宮

下

中

田

壱

段

壱

畝

弐

歩

助

六

主

作

同

所

中

田

壱

段

弐

畝

拾

七

歩

杉

山

五

郎

左

衛

函

同

所

下

田

壱

段

五

畝

拾

弐

歩

修

理

主

作

同

所

中

田

壱

段

弐

畝

四

歩

同

人

同

所

中

田

弐

段

七

畝

歩

縫

右

衛

門

四

反

田

上

田

三

段

拾

八

歩

弥

兵

衛

主

作

同

所

中

田

弐

段

二

一

畝

拾

歩

縫

之

助

主

作

同

所

中

田

弐

段

拾

歩

杉

山

五

郎

左

衛

門

同

所

下

田

壱

畝

弐

拾

六

歩

助

太

郎

主

作

同

所
下

田

壱

段

三

畝

拾

八

歩

縫

之

助

主

作

杉
山
五
郎
左
衛
門

-11-

一 ~



竜

〆

撒‘㈱

君

↓
↑

Ｉ
ｌ
ｌ
ｐ

９

」

一
一

‐

両

~

~

~

~

~

~

~

~

、

〃

ク

／

~

~

~

グ

？

ピ

ロ

セ
急
側
叩
ル
ト
レ
舜
矧
″
側
坤
穐
に …

の 、

《p
r

・ス
ノ ，

秀

雄‐秘
. =.一員一一一一一

1

一

烏
．
・
叶
〆
勿
罰
１
γ
小
ｂ
「
１

▽

〃
惨
桑
ケ
胤
州i~ ~：

●
ヴ ●

〆

一

同

所

上

田

八

畝

三

歩

同

人

主

作

永

原

上

田

七

畝

歩

主

膳

主

作

同

所

上

田

四

畝

六

歩

杉

山

五

郎

左

衛

門

水

金

上

田

壱

段

拾

弐

歩

右

午

助

主

作

矢

崎

杉

山

分

二

入

上

畠

壱

畝

廿

歩

助

六

主

作

同

所

中

田

壱

段

拾

五

歩

甚

右

衛

門

主

作

同

所

市

原

中

田

壱

段

五

畝

廿

五

歩

助

太

郎

主

作

同

所

上

田

壱

段

弐

畝

廿

歩

杉

山

五

郎

左

衛

門

主

作

同

所

上

田

三

畝

壱

歩

同

人

主

作

同

所

上

田

三

畝

八

歩

清

三

主

作

-12-

－

~



~
~

ｐ
０
ｆ
綿
￥
』

画

）
副
『
》
《
跨
峰
ｗ
岬
Ⅶ
杢
吟
恥
苓
ｊ
ｆ
１
も

獲

~
4.l.-
I ･

{$~｜

‘ｸ、
r ，yっ

､

、
f

R

I

ト

f屍珀

J 1 a
l

ｊ
Ｐ
ｊ
ｃ
７ 〃

彰
．
．
；
群
》

１

１

＃
~

： ／
、 ● 0

宮 1． ‘

爵 "ャ
』 ~I

常 ＃
4K， 隼

噂｜ ~ ；
ハ

箱
eJ

．■ 1 ~

ザ■

‐､

←

h Qg

、

ｎ
Ｗ
ｊ
~
方

野Ｌ

”
恥
ｌ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｆ
＃
た

●

、

ｊ

・

”

〃

・

ゞ

顎

↑

~

、
ご

Ｌ

■

■

■

■

■

『

~
〆

↑

〃

即‘，
角

ノ

･斑

中

嶋

上

田

弐

段

八

畝

廿

歩

同

所

上

畠

拾

六

歩

さ

い

の

神

~

下
畠
壱
畝
拾
八
歩

同

所
下

畠

拾

歩

寺

屋

し

き

下

畠

弐

畝

廿

歩

矢

崎
上

畠

壱

畝

拾

歩

杉

山

五

郎

左

衛

門

同

所
下

畠

壱

畝

廿

歩

同

人

主

作

同

所
下

畠

壱

畝

弐

歩

同

人

主

作

同

所
上

畠

壱

畝

六

歩

孫

左

衛

門

主

作

同

所
上

畠

弐

畝

廿

四

歩

藤

十

郎

主

作

肩’ 同 同

人

縫
右
衛
門
主
作

助
太
郎
主
作人 人

-13-



》

＝

《

I ~~~″
圭

~

~
P一

I

一

ム

革●
こ
り
賜
暇
急
陥
聯
Ｊ
；

雲
籟
；
。
》
：
い

壷
久
鋤
う
勇
吟
巽
禍
岬
ナ
リ
心
か
字

へ
う
し
玲
祇
，

‐_,

翁~
！

I

ｆ
ｒ
６

々
守
廿
の
一

寺

、
‐
壽
展
鋤
令
室
労
や
》
曇
●
冑
煽
う
余
程
〃
邨
呼
．
手

１
１
〃
~
，
今
矛
，
、
‘
，

、

■
ｂ
》

Ｉ

ａ

，

４

（
イ
一
念
も
謝
す
‐

＃
丁
一
＃
硯
蝿
倉
４
“

U■

~
禿

、､ヰ

ャ侭

ハ

ャ
き
ゃ
称
１

H

f ソ，

暇
捗
移
苑

猿
隆
ク

凸

口

一
脚
聯
幻

~

大

畠
下

畠

五

畝

廿

八

歩

同

所
下

畠

壱

畝

廿

歩

同

所
下

畠

壱

畝

歩

同

所
下

畠

壱

畝

拾

歩

屋
敷
三
畝
廿
九
坪

屋

敷

弐

畝

拾

弐

坪

屋

敷

壱

畝

坪

屋

敷

六

畝

拾

六

坪

杉

山

五

郎

左

衛

門

屋
敷
弐
畝
拾
弐
坪

屋

敷

壱

畝

廿

坪

杉
山
分右

馬

丞

杉
山
分助

六

栗

田

孫

左

衛

門

修

理

助
太
郎
主
作

同園 同

人 人 人

-141-

－



負
Ⅳ
１（ 、

冬｡~

－，？
ノ

W
d l

〃
ｙ
~
う” ‘ ､

0q

､、今 一

〆缶

４

あ

ぜ

↑

ｒ
罵
整

為

~

毒

す

P

ヂトヴ
タ

､1

一

、

一
や
協
心

I

寺
・
服

；
、，

F ･ b

l ， ,＃
I 1 I

| 'j
吟

、グ

~~~ ~凶

屋

敷

屋

敷

田

畠

屋

敷

屋

敷右

之

外

下

田

三

畝

歩

下

畠

以

上

壱

段

七

畝

八

歩

屋
敷
以
上
弐
段
九
畝
拾
坪

上

畠

以

上

七

畝

拾

下

田

以

上

三

段

廿

六

歩

中
田
以
上
壱
町
三
反
弐
畝
廿
三
歩

上
田
以
上
壱
町
七
畝
廿
八
歩

一

ノ、三 壱
畝

拾

五

坪

畝

廿

坪

畝
三 一

ハ

町

弐

段

五

畝

廿

坪

一
ハ

助

太

郎

縫

右

衛

門

歩 同
永

不

作

壱

歩
人

-15-



= －

一
＄
上
刃
入
秘
代
そ
す
！

‐

《

ぬ

”

誕

鶏

ｗ

琴

謬

維

伽

也

●

h－

＆！
染
軋
１
Ｊ
ガ
Ｊ

、
、
』
毒
一
（
一
一
一
》
稚
御
叩
一

多
画
一

β
Ｉ
ｊ

ノ
ー
〃
冶
蝋
~

1

1
ヘ

ム

態
~~

′秒

淡

11嘉

グー、

ヨ

ー

ワ

Ｂ

観

側

ｆ

考

》

~

~

Ⅷ

猟

ふ

た

比

~

蕊
灘

銅
迦
蛎
糯
嚥
〃
惟
勝
ｚ
″
＃
！
＃
心

８
、
，

一

『

・

一

へ

一

ザ
戸
ち
く
心
仙
峡
仙

1

は

つ

さ

い

け

上

田

壱

段

五

畝

壱

歩

右

馬

之

助

主

作

井

領

免

上

田

壱

段

拾

歩

縫

右

衛

門

主

作

六

反

田

中

田

壱

段

六

畝

廿

歩

杉

山

主

作

中

嶋

上

田

壱

段

三

畝

拾

五

歩

同

人

主

作

家

ノ

前

上

田

五

畝

廿

三

歩

栗

田

主

作

伊

熊

御

縄

之

内

江

川

民

部

丞

矢

野

五

郎

兵

衛

甲

文

禄

三

年

午

七

月

十

二

日

佐

野

彦

平

村

田

二

郎

左

衛

門

墨

付

七

枚

杉

山

左

近

下

畠

弐

反

壱

畝

拾

歩

永

不

作

同

壱

反

弐

畝

廿

歩

同

-16-

－■－邑 三



~~ ~~~~~~~ ~ ~

’
１

~
~

一
路
昭
ら
〔
》

：'
○

〆

、

Q

●

似’

為~シシ
‘ ）

、B

r〆‐
〃

拡
鰍
寄
り
乱
ず
ん

旱

、

が
蕊
今
~

p

、

隠
場
７
６ 帥

燗
斯
踊

膠

で
也
一
二
岬
狛
・
鳶
咋

外
角
つ
く
絢
噸
吻
列

、
鍔
曲
荊
払
撮
〃
も
ｕ
』
抑
心
Ｉ

、

い
や
〃
０

~

証
｜

’

同

所
下

田

弐

畝

歩

矢

崎
中
田
壱
段
五
畝
廿
六
歩

同

所
下

田

七

畝

拾

七

歩

同

所
下

田

弐

段

廿

四

歩

同

所
上
田
壱
段
三
畝
廿
八
歩

同
所
こ
し
ま
き

上

田

壱

段

弐

畝

壱

歩

藤

十

郎

主

作

同

所
上

田

壱

段

廿

四

歩

同

所
上
田
壱
段
六
畝
拾
五
歩

同

所
上

田

四

畝

廿

歩

い
へ
の
ま
へ

上

田

五

畝

弐

歩

同
人
分
一
一
入

同

人

主

作

杉
山
分
一
一
入

助

六

主

作

助
太
郎
分
二
入

与
三
左
衛
門
主
作

縫
右
衛
門
主
作

孫
左
衛
門
主
作

同

人

主

作

同

人

主

作

同

人

主

作

同

人

主

作

－17－

~



一 －－ － h－

１
’
“
一
ヶ
〃
，
脚
〃
副
１

；~ | ~(う
．『．

I ml

Lf

診

壷
雇

一

を

諺

〆

■

｜

■

■

■

１

７

－

口

唇

，

』

■

毎

み

霊

、

~

恥
ｂ
切
珍
Ｉ
惟
煽
＃
修
聯
１
１

貴重"
／蓼

一
Ａ
柵
ｙ
〃
化
切
１
１
Ｍ
輪
蝿
~
言
罪
鳩
心
Ｗ
ソ
~
刻
紬
州
し

か

零
ｆ
ｆ
Ｋ
″
＃
，
へ
諺
弄
＃
Ｉ

棚
，
ｈ
ｙ
塞
囎
＃
~
幻
逢

′べL 、

~ ~~ ~ ~ ~
~~~

お

ち

あ

い

下

畠

壱

段

弐

畝

三

歩

五

郎

左

衛

門

主

作

同

所

下

畠

五

畝

壱

歩

同

人

主

作

墨
付
五
枚

田

畠

合

弐

町

壱

段

五

畝

拾

七

歩

上

田

壱

町

三

段

拾

九

歩

中

田

三

段

四

畝

六

歩

下

田

三

段

三

畝

拾

八

歩

下

畠

壱

段

七

畝

四

歩

午
七

月

十

二

日

’

大
場
彦
太
夫

奈
倉
甚
七
郎

怒
栗
弥
平
次

鈴
木
外
記
助

都
筑
喜
右
衛
門

-18－

■－里一一



~
~ ~~

~ ~~

~

~

Z==-~~~F三一ー
塚"｡.一ダム
一一か

。一~′ ‐

ル~ ~

、

、 ､､

語′X皇へ、 ~
● 、、迫 ､ -q

’ ﾍ
イ

1 ． ･午
1 1

1
9

壷い~II

f×
~ f

／
、

→ ~企

Ｉ

伽

Ⅲ

〃

吃

ｆ

介

入

へ

~

~
伽
~
~
~
~
御
仕
置
五
人
組
帳

1

い

“

灘

邑
~
、
、
、
三

ノ

、 J1

産
物
制
〃 夕

‘

、

I《

.ｰ堂_･f ミーーュー

巳

之

正

月

天

明

五

年

大

竹

村
扣
へ

控
一

-119-



一ケ画

ノ

／

氏

《

フ

ー

瀬

／

‐

’

○

割

川

い

、

‐

仏

．

今

月

ｖ

１

１

、

合

一

、 や恥
斜
〃
？
ｔ
’
鯵
〃
ｆ
曾
て
〃
舵
へ
＊

っ

腿

践

吻

脚

→

矛
一

、

．

つ

え

叉
Ⅶ
輪
刈
ぽ
い
奨
聯
~
寺
〃
〃
修
陶
〃
‐
舟
５
３
、
彫
吹
ソ
／
う
く
。

少
で
ｋ
〃
滞
り
Ｘ
側
（
↑

辱

陰

珍

聯

蛎

鋤

っ
一
諺
＃
Ｉ
李
繕
々
鋤
泌
＃
仙
盈翁

ケ
ル
候
加
肝
臓
叫
的
垂
言
う
腕
脚
個
墜
へ
ｊ
－
１
Ｉ
ｆ
Ｉ
ｄ
ｊ
沙
尋
１
１
ト
ー

◆

~堂
イ
？
〃
１
１
伽
岬
可
紫
１
１
〃

ハ
ｖ
好
γ
１
１
峰
他
夢
み
－
γ
０
・
〃
Ｈ
ｒ
，
‐
ｌ
、

，
穂
ｔ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｆ
北
切
身
》

，
脾
縦
Ⅶ
紫
Ｉ
Ｉ
Ｊ

鯵
抑
伽
小
勿
雁
や
〃
ろ
必
し
、
ぽ
ふ

７
や
１
４
些
委
や
鐘
一
●
、
緬
州
側
１

ｊ
〆
ハ
ノ
／
八
坪
ｊ

州
い
刷
婚
師
緬
“ "VL

一
、
不
し
依
二
何
事
↓
に
よ
ら
ず
、
御
用
向
被
二
仰
渡
一
候

一
、
第
一
親
に
孝
行
ヲ
尽
し
、
主
従
礼
義
ヲ
正
シ

画一

一
、
五
人
組
之
内
二
而
何
事
二
つ
け
て
も
我
侭
之

働
仕
候
公
急
度
昊
（
異
）
見
之
差
加
へ
可
レ
申
候
、
再
應
之
儀
二

お
よ
び
候
而
も
不
用
二
候
公
、
出
役
早
々
許
可
申
候
事

各

々

家

業

大

切

一

一

可

し

仕

候

事

無
二
間
違
》
急
度
相
勤
可
レ
申
候
事
、

通
り
急
度
相
勤
可
レ
申
候
、
総
而
村
内
之
御
用
二
而
も

夫

婦

相

宜

敷

万

端

実

躰

に

も

と

づ

き

從

｜

↓

公

義

一

被

二

仰

出

｜

候

御

法

度

御

ヶ
條
之
趣
、
堅
ク
相
守
り
可
レ
申
候
事
、

胤

-20

ー■■■- - - 凸｜－一~



－
~

~~~~~~~~
~~~ ~ ~

／

‐

Ｍ
墾
噸
尉
唯
却
囎
こ
噸
〃
綴
認
壼
舎
ろ
ぞ
、
§
〃
足
綏
や
、
｝
ｙ
ｒ
Ｖ
い
ふ
墾
吟
Ⅲ
嘘
黍
側
幻
／
（

〃

戸司
L

’
ａ
｜
ｋ
彦
侭
Ｉ

一

黍 黍
つ
げ
，
世
十
１
‐
川
小
‐
診
彪
隼
極
『
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
‐
Ｉ
‐
Ａ
Ｉ
画
『

＃〃

意

皇

↓
ズ
７
Ｍ
州
当
り
~

~
ｆ
Ｉ
ｆ
畿
函

尾

′

違
背
之
輩
於
し
有
し
之
者
早
々
可
二
申
出
一
候
、
爲
二
後
日
一
五
人

組

加

右
御
ヶ
條
之
趣
、
堅
ク
相
守
り
可
レ
申
候
、
若
し
又

豆

州

田

方

郡

天

明

五

年

大

竹

村

巳

之

三

月

一

勘

兵

衛

⑳

五

人

組

~

平

三

後

家

⑳

一

三

郎

右

衛

門

⑳

判

、

依

而

如

レ

件

五
人
組

三

右

衛

門

⑳

は

る

⑳

一
七
郎
兵
衛
後
家
⑳

一
平
右
衛
門
後
家
⑳

一

文

蔵

⑳

~

由
右
衛
門
後
家
画

利

兵

衛

⑳

21－

一



一一 －．－

～

ナ 、
け

砦

▲

~

g卜

､ l

を

~/’ ‐ 雀

蒸
しL

③

差
“

渉

絢

ぽ

ぷ

１

１

卜

Ｊ

的

肱

以

１

Ｋ

＃

磯

聯

篭諄斑
．’

Ａ
『

、

マ

ーニ一

’

中
村

御
＃
所

’

六
人
組

五
人
組

名組
主頭

仁

兵

衛

③

伊

左

衛

門

②

源
兵
衛
後
家
④

忠
左
衛
門
後
家
⑳

七

郎

兵

衛

③

太
郎
右
衛
門
③

弥
惣
右
衛
門
、

さ

よ

③

彦

兵

衛

、

定
七
後
家
④

庄
右
衛
門
③

仁
右
衛
門
⑳

甚

兵

衛

③

－22－

‐
ｊ
」 ＝＝一ー



~~~

■■■■■■■■~~ ~~~ ~ ~~~ ~ ~

’
I

１
漁
”
＃
ず
？
而
冊
叫
淵
＃
過
言
蕾
礫
戒
脈
勒
ｆ
（

ｒ

＄
Ｉ
ダ

一
●

一
夫
胤
侭
考
娼
底
年
鯨
緋
４

句
溶
祇
如
壇
才
１
１

唾

ｆ
鼎
仏
聯
測

咽
ｉ
堵
李
Ｙ
《

歩
綴
剥
く
鼻

規
則
綴
妙
朕
一
今
一

歩
ポ
ロ
駒
く
易
雰

天

可
頚
哨
孜
杉
＃
虫

８
毎
膠
疋

Ｌ
吟
乙
誕
墨
両
馴
馴
賜
乃
一
鋤
幽
障
馳
べ
、
シ
剥
嘩
認
潅
姪
惇
ｖ
ト
ー
‐
Ｉ

Ｊ
訓
変
胤
孝
沙
羅

＃
〃
″
肥
泌
ケ
可
，
”
雌

削
涯
４
歩
“
リ
芳
淡
考
幽
謝
紘
加
私
！

冤

▲
＆
寺
の
Ｊ
セ
ク

洲
〃
ｊ
灸
剛
３
匁
必
鰍
＃
似
’

~ ゞ

麓
誉
羅

トー

苑
、

受一を
灯

Ｆ

傘
＝

ジ

…

一

I

一
隻
塁

戸

て

~

右
奉
二
書
上
一
候
通
、
相
違
無
二
御
座
一
候
、
以
上

豆

州

田

方

郡

大

竹

村

天

明

七

未

年

五

月

名

主

弥

惣

右

衛

門

与

頭

太

郎

右

衛

門

百

姓

代

彦

兵

衛

佐

藤

和

兵

衛

様

一

、

高

百

四

石

壱

升

六

合

外

二見

取

畑

四

反

五

歩

苅

敷

反

二

付

七

駄

馬

屋

肥

、

反

二

付

五

駄

草
苅
場
、
村
方
拾
五
町
方
弐
拾
町
造
、
一
日
馬
弐
駄
人
四
人
宛

畑

方

壱

町

弐

反

七

畝

弐

拾

五

歩

田

方

八

町

壱

反

五

畝

弐

拾

九

歩

此

反

別

九

町

四

反

三

畝

弐

拾

四

歩

種

籾

者

、

反

二

付

七

升

３

八

升

追

家

数

弐

拾

三

軒

田

之

草

者

三

度

馬

四

疋

覚此

訳

－23－

｜
一



一一一百 ．－－ L P 一一口■■■

’
L

企
む

け
〕

~

~

~

~

~

愚~~~~~~~

１
１
１
１
１

、 ． ，一一

基芸でてン
、

!I

樺 、弩ユ

大
竹
村
田
畑
屋
鋪
名
寄
帳

文

政

六

年

癸

未

三

月

名

主

兵

藏

24－

~



~~~~ ~~~ ~~ ~ ~~~~~~~ ~~~ ~

－

公
忽
恥
多
房
豚
詐
〃
舂
外
Ｉ

Ｆ

咽

ｉ

Ｌ

↑

’

一

ａ

ｐ

↓

ｆ

加

肯

命

〃

炉

や

上

一

一
一

■

↓
公
応
を
墜
葱
イ
瀝
企

~~
一

倉迄

－ ~

分
犀

毒
素歩、
庭

子

《

I

、

み

、
毎
~
●

■
Ｄ
ｆ
Ｄ
９
Ｐ

王

ゐ
Ｊ
｝

I

蕊I
ｆ
呼
窄 一

二一．一 ~~ ~ ~~

一

、

中

田

壱

反

五

畝

拾

五

歩

堀

之

内

一

、

上

田

壱

反

壱

畝

拾

壱

歩

船

原

下
畑
壱
反
八
歩

屋
敷
壱
畝
廿
五
歩

上
畑
拾
六
歩

分

米

工

汀

八

斗

分

米

弐

斗

壱

升

四

合

分

米

壱

斗

八

升

一

↑

↓

合

分

米

三

升

七

合

分

米

壱

石

四

斗

七

升

八

合

傳
左
衛
門

【 ＝

ノ、

升
田
尻
之
上

印中

嶋

－25－

、一－



~ ~

不
図
ル
曜
鮮
亥
一
~
岳
で
~

～ 8

。

輪

合
ふ
ち
＃
ｆ
〃

、

1

舟

拳｝
｛

1

〃

反

別

合

四

反

八

畝

拾

壱

歩

分

米

合

四

石

九

斗

七

升

九

合

一

、

下

田

九

畝

弐

歩

宮

下

外 合

わ

下

畑

弐

拾

壱

歩

分

米

九

斗

七

合

分
米
三
升
五
合

け

栄
蔵
方
入

下

冷

川

－26－



■ー ~

分
雇
を
升
扮
葬

豊

全
雇
を
計
ず
ｆ

一

に

美、
~
~
一

》
‐
ロ
毎
い
・
跡
・
～

~

／
~~

一

、

屋

敷

ーq

屋

鋪

分

米

壱

斗

五

升

分

米
壱 壱

壱
畝

拾

五

歩

畝

廿

五

歩

排斗

八

升

三

合

惣

蔵

③助

＠

－27－

戸、－



一彦 ‐ 一一 一一~

三

個

薪

盆

嶋

７

鮎

仏

児

分

鵬

男

姫

託

陸

や

一

届

L－

一
…

｜
か
〃
乙
腓
五
片
叶
刈

一

~
不
畑
露
鯵
潅
場
ｔ
瘡
刈

~

庁

一
鼻
畑
叡
鰯
ｒ
７
〃
詮
慨

耐
吻
協
ｆ
巌

一
冶
金
溌
乞
修
扉
Ｚ
詮
令
へ

↑

一

~~~
~富

…

一

、

上

畑

弐

畝

拾

壱

歩

屋

敷

添

一

一

、

下

畑

四

畝

拾

歩

一

、

屋

敷

壱

畝

六

歩

文

左

衛

門

分

入

分

米

壱

斗

弐

升

一

、

屋

鋪

壱

畝

歩

上

田

三

反

拾

歩

分

米

三

石

九

斗

四

升

三

合

分

米

壱

斗

六

升

六

合

分

米

弐

斗

壱

升

七

合

分

米

壱

斗
又

兵

衛

、
井

領

免

下

冷

川

－28－

４
Ｌ
Ｐ
‘
Ｄ
Ｐ
ウ
リ
」 ←‐ ーニ~



~~

－

’ －

勁Ｉ
湯
ｆ
ト
ー
戯
叫
脚
刊

⑧4

<I
~~~

内分

米

反

別

~~

内
〈
ロ 分

米

弐

升

四

一

〃、 中
田
弐
反
三
畝
廿
八
歩
拾
五
貫
目

圭
奮分

米

分

米

弐

石

八

斗

七

升

弐

今
ロ

〈
ロ

七

石

四

斗

｛
ハ 畝わ 歩

圭
看

反

歩創卜三
け

畝

五

歩

三
＝

'宮 《
ロ

溝

代

引

升 前
々
川
欠

升

八 〈
ロ

〈
ロ

’

－29－

一



一F． － L－

~

~~

承

一

上

一

些
を上

＃
宏署
龍

合
Ｉ
を
み
ず
参
叩
凄

一
■

役

！
我

‐
ｆ
Ｉ
Ｉ
０
ｏ
９
’
。
ｑ
、
ｌ
６
１
４
Ｊ
ｌ
Ｉ
０
・
〃
Ｊ
Ｆ
０
０
１
ｑ
■
Ｉ
‐
．
１
１
１
０
０
″
ノ

藩一
：

一

、

上

田

四

畝

廿

歩

一

、

上

田

壱

反

六

畝

拾

五

歩

同

所

で

上

田

壱

反

弐

畝

弐

歩

越

ま

き

合

わ

分

米

六

斗

六

合

内弍

畝

歩

分

米

弐

石

壱

斗

四

升

五

合

分

米

弍

斗

六

分

米

壱

石

五

斗

六

升

四

合

け

文
左
衛
門

升
家

之

前

~(印1~前
々
川
欠

－30－

一－ －－



~~~ ~ ~~~~~ ~ ~ ~

－－

よ~
~
今
辱
き
酌
居

Ⅱ
，
８

麦
冷

~ ~

’

上

畑

壱

畝

六

歩

矢

崎

分

米

八

升

四

合

反

別

合

三

反

三

畝

七

歩

分

米

合

四

石

三

斗

壱

升

五

合

源

助

③

-3]l-

~



一戸 ‐ －-■｡■ h－

~

重
細
る
裟
卜
４
０
紗
珂

一

ﾃｰ可

を
；
諒
瞳
？

４
．
ｆ
ｊ
ワ
ィ
、
９
●
ｊ
Ｉ
９
ｑ
ｌ
１

１

１

１

１

１
１
１

ﾄ

I

’

が

米

合

亙

斗

人

升

四

合

ノ
ノ

反 一

、

屋

鋪

三

畝

拾

五

歩

一

・

上

畑

三

畝

六

歩

手

替

リ

別
分

米

三

斗

四

升

分

米

弐

斗

弐

升

四

合

合

わ

合

六

畝

拾

八

歩

宗

七

《

印

け

32－

L 一 産一



■■I■■

’

１

１

エー 些
旬
慢
慨
少
私
糸

エ
囮
一
彦
入
漁
点
ク
易
唇
侮
個
↑

坪

冬

馳

暴

く

幸

一

宅

峠

．

~

岬

一

~

↑

雪

一

ゞ

一

夕

葎

老

死

汗

″

号

》

~

姦

窄

一

行
扉

分
居
強
皿
髻
で

含
量
貿
雷
豊
居

ダ

グ
ロ
ロ
巳
■

る
ふ
鶇

．

》

ロ
~
』

ノ
泰
一
鐸

蕊《
0←

毎.F

分

米

合

弐

石

九

斗

五

升

壱

合

反

田

三

反

拾

ハ

歩

彦

兵

衛

田

１
ケ
－

~
~

一

、

上

田

壱

反

五

畝

廿

壱

歩

同

所

分

米

一

》

｜

行

九

斗

七

升

八

合

外
別 1分

米

弐

石

四

升

壱

合

分

米

九

斗

一

合

わ

合

弐

反

二

畝

廿

壱

歩

田

七

畝

歩 甚

藏

け

船
升

原
７一

同

－33－

ー



－一 － h－

－－－一－－－－－－ ~

－－7
月

－ 一

ー1

､

〃

歩
~
久
籾
し

、

ノ

皇
~~~~~

’

分

米

合

四

斗

壱

升

四

合

反

別

~~
一

一

下

畑

五

畝

廿

八

歩

大

畑

毛

下

畑

壱

畝

歩

分

米

五

升

下

畑

壱

畝

拾

歩

同

分

米

六

升

七

合

分

米

弐

斗

九

升

七

合

今
ロ

谷
口

八

畝

八

歩

わ

作

平

治

け

園

⑳所所

－34－

1



~~

戸一一コ

〔~

塗

場

景

乞
鳥
を
↑
俊
娠

ｲ＞、

←

k
>､:、

~

反 一

、

下

畑

拾

歩

一

、

下

畑

弐

拾

四

歩

才

之

神

分

米

合

五

升

七

合

分

米

四

升

當

辰

β

良

八

方

江

入

別
分

米

壱

升

七

合

合

わ

合

壱

畝

四

歩

仁

右

衛

門

⑳

’

け

同

所

－35－

三一



~~ 一~~~~~~~~

一
や
含
リ
ム
凶
必

一厚

一
や
り
参
脇
琢
募
拶
紗
レ
イ

毎
、

一1

ケ
ル
侈
膠
扉
馨
１
－

拓
鯵
Ｚ
尻
汗
疹
弔
七
臆

合器
も
が 少

〃
八
回

~

ーL､ ~~

一

、

下

田

壱

畝

廿

六

歩

家

之

下

一

、

下

田

壱

反

三

畝

拾

八

歩

同

所

一

、

中

田

弍

反

拾

歩

四

反

田

一

、

中

田

壱

反

五

畝

拾

五

歩

堀

之

内

分

米

壱

斗

八

升

七

合

分

米

壱

石

三

斗

六

升

合 分

米

弍

心

四

斗

四

升

分

米

壱

石

九

斗

三

升

三

合

わ

兵

蔵

ゞ

印

》

け

－36－

I



二＝

.■

~町
一

●
仁

ケ
令
罷
縦

反

別

合

五

反

壱

畝

九

歩

一

、

屋

鋪

壱

畝

六

歩

分
米
合
五
石
九
弐
升

分

米

壱

斗

弐

升

藤

兵

衛

、

－37－



~ －
－=一 司一

ｋ

、

Ｊ

ｖ

ｉ

１

．

砧

Ⅱ

』

。

ｑ

今

。

１

．

４

Ｊ

．

凸

１

１

・

１

６

１

０

１

０

○

１

‐

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

ｑ

Ｕ

０

０

１

，

‐

１

１

１

１

１

２

日

’

０

１

０

。

〃

Ｊ

Ｊ

０

９

９

１

一

一

重

~
~

一

↑

惣

穆

１

土

哩

刈

令

晶

彰

挺

熔

一

や

易

｜
一
や
り
ｆ
胤
儘
と
〃
Ｔ
２
毎
γ
萱

…
一

払

簔 砿
ウ、l "g

う、
を

毫夏

一
毛
歩
夛
乗

毎

＄

妙

，

老

子

〆

内

九

畝

歩

分

米

九

斗

一
、
中
田
八
畝
廿
四
歩

一

・

下

田

壱

反

壱

畝

歩

同

所

分

米

壱

石

七

斗

一

、

下

畑

拾

五

歩

下

冷

川

分

米

弐

升

五

合

一

、

下

田

壱

反

壱

畝

歩

同

所

下

之

方

分

米

壱

石

壱

斗

一

、

下

田

九

畝

三

歩

宮

下

分

米

九

斗

壱

升

光

明

院

去

亥

之

荒

手

替

リ

－38－

1



~~

一
~

Oザ

す←

帯
､

分

米

六

石

弐

合

反

別

合

五

反

四

畝

拾

歩

一

、

上

田

壱

反

三

畝

廿

八

歩

矢

崎

分
米
壱
石
八
斗
壱
升
壱
合

分

米

壱

石

五

升

六

合

合

わ

け

’

－39－



一

’
－－－ 面

~~~~~~~~

－
１
．

－
《
噂
爪
産
詫
〃
醤
秒
も
従

~

～~~~~~~~~~~~
一
一~

－
~~ ~~~~~~~~

’
一
乙
囮

｜

貧

乏

一
~

三P

、
１
．

日
‐
・
・
．
‐
‐
・
田
１
０
Ｊ
，
。
！
，
。
‐

．
ｐ
鯵

ｌ
Ｉ
１
ｉ
４
１
ゞ
・

・
・
・
‐

~

＆

Ⅱ
１
１
１
．
．
日
Ｇ
ｑ
１
Ｂ
ｒ
ｐ

。

□

１

~外 毎
屈
彰
Ｉ
で
？

１
６
日
Ⅱ
１
Ｑ
’
’
，
．
‐
０
，
’
刀
“
‘
鍜
斗

妻
~ ~~

’
一

、

下

畑

四

畝

六

歩

下

冷

川

分

米

弐

斗

壱

升

一

、

上

田

壱

反

拾

弐

歩

水

汲

ど

分

米

壱

石

三

斗

五

升

弐

合

一

、

屋

鋪

壱

畝

廿

三

歩

分

米

壱

斗

七

升

七

合

合

わ

け

反

別

合

壱

反

四

畝

拾

八

歩

分

米

合

壱

石

五

斗

六

升

弐

合

外

忠

七

⑳

平

右

衛

門

-40-

& ~ ~

~ ~



一
~~~~~

懇
蓼
~
島

津
婚
亨
臓
や
篭
↑
》
八
Ｗ
剛
”
郵
恥
‐
‐
~
~
）
．
』
章
・
・
へ
一

－

上 一
や
り
場
久
劔
似
１
０
鋤
刊

循

胤

を

鯵

斬

叶

ー菱

ー

企

食
~~

〃

芝ｌ
ｌ
Ｒ
Ｌ

一

、

下

畑

三

畝

歩

下

冷

川

一

、

下

田

壱

反

弐

畝

分

同

所

分

米

壱

斗

五

升

一
、
上
田
壱
反
五
畝
壱
歩
初
才
毛

一

、

下

畑

拾

弐

歩

前

畑

毛

一

、

下

田

壱

反

拾

五

歩

下

冷

川

分

米

壱

石

九

斗

五

升

五

合

分

米

壱

石

弐

斗

分

米

壱

石

五

升

分

米

弐

升 幸
左
瀕
門
⑳

－41－

一一一一二

＝ｰ



~~~~

~ ~ ~ ~~~~~~~一

尿

~~

一

狗
蝿
脇
永
タ
ソ
ー
圭
亙

ケ

凡

曝

肱

炉

恥

一

再

・

《

，

句 歩
や
零
打
ゆ
企
釦
が
猩
侭
一
彦
鉦
汗
川

泉 ’1
~~学~

ボ、
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

~

一一

’’一
一

~~~~~

一

一
、
上
田
弐
反
六
畝
拾
四
歩
手
替
リ

分

米

三

石

四

斗

四

升

四

合

一

、

下

田

弐

反

三

畝

歩

下

冷

川

分

米

弐

石

三

斗

一

、

下

田

五

畝

弐

歩

同

所

上

之

分

分

米

五

斗

七

合

一

、

下

畑

八

畝

弐

歩

同

所

之

お

き

分

米

四

斗

四

合

中

田

壱

反

五

畝

廿

三

歩

矢

崎

分

米

壱

石

｜

ハ

斗

九

升

弐

合

合

わ

け

－42－

~~ ~



エ
０
協
及
移

章

毒

あや

童倉

倹了...ト

反

別

合

壱

町

壱

反

九

畝

九

歩

分
米
合
拾
弐
石
九
斗
弐
升
壱
合

一
一

一

、

下

畑

壱

反

壱

畝

拾

~

四

歩

上

田

四

反

壱

畝

拾

五

歩

中
田
壱
反
五
畝
廿
三
歩

分
米
壱
石
八
斗
九
升
弐
合

下

田

六

反

拾

七

歩

分

米

五

石

三

斗

九

升

八

合

分

米

五

石

壱

斗

弐

升

分

米

五

斗

七

升

四

合

－413－



一一 一二二一一
~

－

｜
~

~~~~~~~

｜
合
昆
を
疹
篇
上
屑
一

~
~

一
施
鮒
驍
嘩
ｐ
口

~

一

一

一

一一、

『
一

ｲ,
重
土

一
ザ

；
Ｉ

！

●

Ｉ

Ｉ

Ｐ

も

Ⅱ

Ｊ

０

４

０

１

‐

〃

０

，

１

Ｊ

け

１

１

ｑ

ｆ

↓

６

。

Ｄ

ｌ

０

ｑ

ｒ

０

Ｊ

Ｉ

画

・

ｌ

Ｕ

ｂ

６

０

１

．

■

ｆ

ｒ

ｆ

Ｉ

ｌ

■

０

１

．

ｒ

６

．

。

ｌ

■

ｐ

Ｄ

Ｐ

ｂ

ー

三房
V ･~~~~ ~ ~~

ク

~

~ ~ ~~
~~~~ ~~

’

一

、

屋

鋪

六

畝

歩

て

上

畑

壱

畝

廿

四

歩

屋

敷

添

分

米

壱

斗

弐

升

三

合

反

別

合

壱

反

四

畝

廿

六

歩

分

米

合

壱

石

四

斗

五

合

一

、

下

畑

弍

畝

廿

弐

歩

同

所

分

米

壱

斗

三

升

六

合

一

、

上

田

四

畝

六

歩

分

米

合

わ

分

米

五

斗

四

升

六

合

_坐

ノ、

五
郎
左
衛
門
印
一

け
斗

前

田

－44－

L
一 ~~~



~~ 一
一~~、

~~~~~~~~~

一

一

一~~~~~~~

不
謬
篦
琴
人
電

一

一
や
呵
拶
附
倭

ー。

…
彦
態
参
し
み
ゞ
詫
珍
一
＄
｝
営
倉
ご

方
屋
少
＃
巍
予
琴
信

名
魚
少
う
一
》
令

雪

嘉
一

霞釜#‐
簿亨
一一斗一一F

’
残

而

壱

畝

廿

三

歩

内

壱

反

拾

歩

下

田

壱

反

三

畝

廿

弐

歩

山

伏

木

ド

畑

弐

畝

五

歩

落

合

下

畑

壱

反

弐

畝

三

歩

落

合

下

畑

壱

畝

弐

拾

歩

大

畑

毛

下

畑

四

畝

廿

五

歩

寺

屋

敷

分

米

壱

石

三

斗

七

升

三

合

分

米

壱

斗

八

合

田

成

分

米

六

斗

五

合

分

米

ｆ

ｑ

・

・

ｌ

ｉ

ｄ

１

１

■

Ｉ

■

■

０

１

且

■

■

■

■

■

■

Ｉ

■

■

■

日

ｒ

日

日

’

６

１

０

１

１

Ⅱ

０

１

卜

Ｊ

１

■

Ｉ

Ｉ

ｐ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

１

ｆ

Ｉ

ｆ

Ｉ

卜

６

１

■

Ｆ

１

Ｉ

４

Ｂ

■

９

８

０

■

８

Ｊ

も

囚

ｑ

ｊ

■

？

！

ｊ

ｌ

Ｉ

■

■

■

■

■

０

■

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

Ｐ

ｌ

ｌ

分

米

弐

斗

弐

升

六

合

八

庄
左
衛
門
印

診型
ハ

一

二

参

口
田

成

４
ｌ
Ｉ
０
ｉ
ｌ
４
１
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
‘
咄
ｑ
采
■
ｊ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
１
Ｉ
４
馴
引
１
叩
引
岨
・
’
１
州
刷
叫
引
引
研
削
州
佃
叫
川
１

-45－

＝



一
卓
幻
身
蜂
扱
う
Ｊ
捌
叫
~

奪

鐸

芯

軍

港

~

’

6、

不
切
玄
暢
踊
ら
↑
も
杵
？
刈

富

雰

素

亀
へ

℃

令
晶
叡
庵
冤
恥そ

／

〃

ｆ

Ｊ

Ｏ

４

．
グ
グ

一

、

中

田

三

畝

廿

弐

歩

同

所

一

一

、

下

田

五

畝

拾

八

歩

下

冷

川

中

田

弐

反

壱

畝

廿

歩

拾

五

貫

め

分

米

合

六

石

三

合

反 分

米

四

斗

四

升

八

合

分

米

弐

石

六

斗

分

米

五

斗

六

升

合

わ

け

別

合

六

反

五

畝

拾

五

歩

-46－

。



一
や

－＝一 ーL ロオ 一
■■トー~

ヨ
ニ
迩
禰
鄭
ト
シ
修
泌
グ
傷
八
個

－．－ ．画一一
一■主

一

紛

鳥

叩

一

冷
箆
を
尭
諺
子

毛

一 、
、

、

グ
ー
せ
’

多
段
鳩篭

岩

〆

塁
一

索：
〉
》
侭

』

二

戸

ご･溌

一

、

下

田

弐

反

三

畝

廿

九

歩

同

所

一

、

中

田

壱

反

弐

畝

四

歩

宮

下

一

、

中

田

弐

反

三

畝

拾

歩

四

反

田

一

、

下

畑

三

畝

歩

下

冷

川

一

、

下

田

壱

反

弐

畝

拾

五

歩

宮

下

分

米

壱

斗

一

、

下

畑

弐

拾

四

歩

分

米

四

升

分

米

弐

石

八

斗

分

米

弐

石

三

斗

九

升

七

合

分

米

壱

石

四

斗

五

升

六

合

分

米

壱

石

弐

斗

五

升

良

八

③

五

升
才

之

神

当
辰
源
右
衛
門
分
入

口

－47－

イ



一

Ｌ

■

可

１

１

ａ

ｊ

４

－

グ

ョ

〆

函

可

罠

．

．

’

１

。

－

、

乞

全

芥

零

幕

潅

差

~~
~

一
や
ロ
。
、
巳 崇

ヅ
脅
多
鍾
雫
易
珂

、這、

！ I~I
l

P

魂

~~~~

－

分

米

合

九

石

四

斗

八

合

也

反

別

一一

一

、

中

田

壱

反

壱

畝

弐

歩

同

所

分

米

壱

石

三

斗

弐

升

八

合

下

畑

四

畝

中

田

四

反

六

畝

拾

下

田

三

反

六

畝

拾

四

歩

下

畑

拾

歩

才

之

神

分

米

弐

升

分

米

弐

斗

分

米

五

石

五

斗

八

升

四

合

分

米

三

石

六

斗

壱

升

四

合

△
口

わ

谷
口

ノ、

反

七

畝

四

歩

四’

け壱
歩

升
一
ハ

歩
（
今
ロ
）

－48－



一
患
索
爪

一と

一
~
漁
り
諺
争
／

寺

重
秀

《

~

『

富~．

■ ■

、

誉1
－ ‐l ﾆｰ．宇

.』

ノグ

釣
f

~

分

米

合

弐

石

四

斗

六

合

反

別

合

壱

反

八

畝

八

歩

て

中

田

壱

反

三

畝

拾

五

歩

堀

之

内

一

、

上

畑

壱

畝

廿

歩

屋

敷

添

一

、

屋

鋪

三

畝

三

歩

大

畑

毛

分

米

壱

斗

壱

升

六

合

分

米

三

斗

壱

升

分
米
壱
石
六
斗
弐
升

合

わ

久
右
衛
門
一
印

け

-49－



一－一二一一一一一一一一一
ご

～ｰ一一

－
一

一
一

ｲ〕
一戸~~~~R‐

ｃ
ｒ
ｂ
“
ｑ
０
０
４
０
●
Ｉ
Ｄ
１
Ｉ
０
Ｑ
。
１
ｂ
０
１
ｖ
ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
６
Ｉ
〃
ｌ
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｈ
Ⅱ
Ｊ
Ｖ
０
０
０
１
ｇ
７
合
匠

－

蕊

一

乗

~

一一

一

ざ

一

一
巳
Ｐ
ｒ
ｌ ノ

」

ｰ←

一両里一
~ ~

~

分

米

合

弐

石

九

斗

五

升

五

合

反

別

合

弐

反

三

畝

拾

三

歩

一
、
中
田
壱
反
弐
畝
拾
八
歩
白
畑
毛

一

、

下

田

壱

反

廿

五

歩

宮

下

分
米
壱
石
五
斗
壱
升
弐
合

分

米

壱

石

八

升

三

合

合

わ

源

兵

衛

⑳

け

－50－

~一
~



’ ~ ~一一． 一一二… －．

－－

匡．

今
７

’
‐
‐
。
’
ご
‐
０
‐
４
１
１
４
１
０
■
０

浩
可
二

易 ｇ
ｏ
Ⅱ
１
ｉ
０
■
Ｉ
ｌ
ｐ
８』

一一一一一一
一

’

反

別

合

弐

反

七

畝

拾

七

歩

一

、

中

田

壱

反

五

畝

歩

宮

下

分

米

合

三

石

三

斗

八

合

一

、

中

田

壱

反

弐

畝

拾

七

歩

同

所

分

米

壱

石

八

斗

分

米

壱

石

五

斗

八

合

合

わ

玉

澤弥

右

衛

門

⑳

け

-5il-

＝



:や
－

夕I 令
湖
〃
ｆ
Ｉ
Ｉ
１
塔
~
率

附
岬
朏
肌
－
肌
堀
Ⅲ
１
－

毎

亨

品

鼬

垂
群
、
倦

長p

旧
ｉ
一 ／

、

、

－－－－－で－一一－一一一一一一一r_一－マーーー■ 吾一■－一一＝■－－■■一

中
田
弐
反
弐
畝
廿
七
歩
拾
五
貫
め

内中

田

七

畝

歩

同

所

反

別

合

弐

反

九

畝

廿

七

歩

外 分

米

合

三

石

五

斗

八

升

八

合

下

田

壱

畝

九

歩

拾

五

貫

目

拾分

米

四

升

分

米

八

斗

四

升

分

米

弐

斗

弐

升

八

合

合

わ

分

米

壱

斗

三

升

内弐

畝

弐

歩

前

々

川

欠

分
米
弐
石
七
斗
四
升
八
合

歩

溝

代

玉

濁
~

太

兵

衛

け

引
i⑳

-52－

1



－

－
一
曄
阜１

〃
０
４
り
△
Ｐ
Ｉ
Ｏ

！

Ｐ

１

ｆ

〆

式

侈
銭

卜可

、 」

1

ｒ
Ｏ
■
■
Ｊ
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
？
Ⅱ
ｑ
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ

！

‐
‐
，
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｉ
１
‐
‐
１
１
，
１
‐
ｌ
‐
１
１
１
い
衿

と
ガ

ム

４

》
》
も
，

い
〃
だ
一
画
毎
陥
、

一－－

~~

下

畑

壱

畝

歩

下

冷

川

中

田

壱

反

五

畝

拾

歩

寺

下

分

米

五

升

分

米

壱

石

八

斗

四

升

同上

澤久

七

勵

一

所お

志

げ

印

－53－



－－

~

一

‐

。

‐

、

Ｌ

ｑ

ｐ

~

盃
千

一

ｂ

~~~

、一

茅
，
、
‐

一

一

－

b｣ず

同

・

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｉ

患
ノ

§

、

)刊

反

別

合

壱

反

弐

畝

廿

七

歩

分

米

合

壱

石

四

斗

九

升

八

合

一
、
中
田
壱
反
廿
七
歩

分
米
壱
石
三
斗
八
合

一

、

下

田

壱

畝

弐

拾

七

歩

下

冷

川

合

わ

分

米

壱

斗

九

升

同

所幸

左

衛

門

け

同
所

-54－



－ 三コ ＝

二ノー雲?‐

方、潤一
ノー

；
ノ

｜

b

一申

貢
＞
b

フ
ー

ド

急
注

４
，

へ
晶
干参恥

恥
濟
催
睡
焔
』
雨
池
″
Ｐ
甦
姉
エ
や
〃
沙
〃

＊参
品
毒
牙
零
農

巖

~

令
羅
髭
砂
雇

ナ
／
一

~~~~~~

引

〆

拾

三

俵

弐

斗

八

升

九

合

弐

勺

″

弐

俵

三

斗

八

升

六

勺

ｊ

ｒ

廿

三

俵

壱

斗

弐

合

六

勺

一

、

米

弐

拾

俵

五

升

弐

合

一
、
上
畑
壱
畝
拾
四
歩

一

、

中

田

壱

畝

六

歩

拾

五

貫

め

分

米

壱

三

斗

三

合

内九

俵

壱

斗

四

升

三

合

四

勺

御

検

見

引

石

分

米

壱

斗

四

升

四

合

桑

原
傅

郷

散

田

蔵

手
替
リ

－55－

~



一一一一－一－一

一 、ヨーー

－－ー 一一凸一 －

－

エ

一

一
瀞℃

‐ 竹
章伝ぢ

ち
鋤
介
童
Ｉ
撲
乍
Ⅲ
珊
確
~
労
一

群
＝牙

蔦 ■
Ⅱ
９
巾

鋸 L一一一一■一一 一一一一一弓一一

一 ←

一

、

上

田

弐

反

八

畝

廿

歩

中

嶋

一

、

屋

敷

六

畝

拾

五

歩

一

、

下

田

壱

反

五

畝

拾

弐

歩

堀

之

内

分

米

壱

石

五

斗

四

升

一

、

中

田

壱

反

五

畝

廿

五

歩

船

原

一

、

上

畑

五

鍬

拾

弐

歩

手

替

リ

内 分

米

三

石

七

斗

弐

升

六

合

弐

反

廿

歩

分

米

六

斗

五

升

八

畝

歩

分

米

三

斗

七

升

八

合

内弐

畝

廿

六

歩

郷

藏

敷

分

米

壱

石

九

斗

分

米

弐

斗

八

升

七

合

栄

藏

前
々
川
欠

去
亥
川
欠

(夢

-56－



＝も

イ＞
一
一

グ

会

、

．

雪

》

い

、

、

０

Ｆ

↓

到

少

〆

伊

．

ｂ

領

ｊ

Ｌ

１

日圭
一

〃

一
条
鵬
畑
侭
偲
ｋ
ｌ
〃
鵬
握
り
も

~
~
“
合
…
~

－1

口
約
漁
峨
繩
１
１
維
万
側
笂

乞
膠
謙
肺
｜
』
手
法

今

平

服

、

４

１
~

１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
，
〃
一
~

Ｆ

、

１

ﾉ念
~~

一

、

下

畑

四

畝

歩

長

畑

毛

一

、

上

田

九

畝

五

歩

手

替

リ

.－今

一

、

上

田

弐

反

壱

畝

拾

九

歩

家

之

前

一

、

下

畑

三

畝

拾

五

歩

下

冷

川

分

米

壱

斗

七

升

五

合

内 下

田

弐

反

廿

四

歩

堰

平

分

米

弐

石

八

斗

壱

升

弐

合

分

米

弐

斗

分

米

壱

石

壱

斗

九

升

弐

合

分

米

弐

石

八

斗

弐

畝

拾

歩

前

々

川

欠

分

米

弐

斗

三

升

三

合

－57－



産

ー

わ

－

ー

ｲ，
~

信お名
応
券
汗
煮
１
を

嘩
洲
川
獅
幟
椹
恥
壬
劣
罰
則
気

寮
～

〃

黙
爺
差

グ

翼~ 回

一

、

下

畑

弐

畝

廿

六

歩

落

合

分

米

壱

斗

四

升

四

合

一

、

下

田

壱

反

壱

畝

八

歩

田

尻

分

米

壱

石

壱

斗

弐

升

七

合

一

、

下

田

壱

反

拾

五

歩

同

所

一

、

中

田

壱

反

六

畝

廿

歩

六

反

田

一

、

下

田

九

畝

拾

七

歩

矢

崎

分

米

壱

石

五

升

分

米

弐

石

内
弐

反

歩

去

亥

川

欠

分

米

九

斗

五

升

七

合

合

わ

け

－58－



~

~ ~

’ 一

十

望
川

一一一一

ノ
赤

ｒ

ぢあ
申
⑤
易
夙
溌
修
酸
鵬
~

一

渉・

i l、参Ｉ
ゴ津
q d－

（

一

、

）

上

田

五

反

九

畝

拾

四

歩

反

別

合

壱

町

八

反

壱

畝

廿

三

歩

分

米

合

拾

九

石

九

斗

弐

升

九

合

内下

畑

廿

壱

歩

伝

左

衛

門

江

入

中

田

三

反

弐

畝

拾

五

歩

屋

鋪

六

畝

拾

五

歩

下

田

六

反

七

畝

六

歩

下

畑

壱

反

拾

壱

歩

上

畑

五

畝

拾

弐

歩

分

米

三

斗

五

合

下

冷

分

米

七

石

七

斗

弐

升

八

合

分

米

六

斗

五

升

分

米

五

斗

壱

升

九

合

分

米

三

石

九

斗

分

米

三

斗

七

升

八

合

分

米

六

石

七

斗

五

升

四

合

川

－59－

1
1

戸
~~



~ 』一一 一戸 一一一

一

Ｊ

州

塁

食
』

着
岸

一

Ｌ

零 参一
一一一一一‐~ ~~~~~ ~~

~~~

（
玉
澤
畳
左
衛
門
分
栄
蔵
賄
）

上

田

壱

反

三

畝

拾

五

歩

中

嶋

分

米

壱

石

七

斗

五

升

五

合

■■＝

品 上

田

弐

町

七

反

壱

畝

七

歩

田

三

町

壱

反

八

歩

分

米

三

拾

七

石

弐

斗

三

升

弐

合

分

米

三

拾

七

石

弐

斗

三

升

弐

合

内

弐

町

廿

弐

歩

前

々

川

欠

分

米

壱

石

七

斗

五

升

五

合

九

畝

拾

壱

歩

去

亥

川

欠

分

米

壱

石

弐

斗

壱

升

七

合

残

而壱

畝

拾

弐

歩

〈
ロ

壱

反

弐

畝

三

歩

引

右

之

寄

-60-

L
~



~一一~~一~~~一.一一一一一辱妻＝‐－ 一一
I

右
彫

手
農

4
~

〃

一
~

一
、
下
畑
七
反
八
畝
拾
三
歩

一

一

、

上

畑

壱

反

七

畝

廿

三

歩

屋

鋪

弐

反

九

畝

拾

歩

下
田
弐
町
四
反
三
畝
拾
四
歩

分

米

三

石

九

斗

弐

升

壱

合

六

勺

分

米

弐

石

九

斗

三

升

三

合

分

米

壱

石

弐

斗

四

升

三

合

六

勺

分
米
弐
拾
四
石
三
斗
五
升
六
合

六

勺

P

-61-

一一一一



壱
愛
董

Ｉ

一
~
弁
膠
で
彌
〃
塒
１
冊

一

〆

参
ら

ﾌ

ﾚ

ｰ

P
p

I
〆

『
|
~

連

印

仕

候

、

以

上

合

可

し

申

候

、

爲

二

後

日

↓

座

候

ハ

バ

、

古

帳

と

引

仕

候

、

若

相

違

之

儀

御

惣

百

姓

承

知

之

上

印

形

合

、

百

姓

前

高

石

持

替

名

主

、

組

頭

、

長

百

姓

立

右
者
（
は
）
前
々
ひ
ろ
ひ
を
以

明
細
致
二
吟
味
｜
相
改
申
し
候

大

竹

村

文

政

六

年

癸

未

二

月
豆

州

田

方

郡

－62－



庄

左

衛

門

⑳

藤

兵

衛

②

忠

七

画

）

仁
右
衛
門
一
動

佐

平

治

③

平

右

衛

門

⑳

宗源

七助

⑳ ⑳

甚

藏

⑳

文

左

衛

門

⑳

惣

助

⑳

又

兵

衛

⑳

久

右

衛

門

②

傳

左

衛

門

③

伴

藏

④

－63－

~~~
~ ~

’



､、

ろ

〉
７
㎡
口
冬
Ｊ

4ｺ

動竺！

名
主

栄

百
姓
代 兵 五

郎
左
衛
門

良光

明

院

幸
左
衛
門 藏

→

ノ､藏

命~ (節~~~印
⑳(印）~~

－64－

~~



4

一

一

」
1

1

ｆ
ｌ
ｏ
、

ｒ

、

守

ロ

ナ
化
〃

〆ン
．
’
●
●
″
一
宇
グ
ー

＆
、

Ｋ

無

叩

↓

！

〃

，

え

〃

鮠
汐

‘

鎖

・

〃

《

／

1 凸

〆

卯
年
大
廻
様
御
先
触
写
帳

九
月
廿
八
日

天
保
十
四
年

大

竹

村
机

Ⅸ

但

勿

－65－

~ ~
~



一

一

口

…
』

旬

一

一

~

~

一

一

~I

I

惨

戸

・

《、
～~

〆

一

、

駕

篭

人

足

四

人

一

、

合

羽

寵

持

壱

人

一
、
長
持
壱
棹
人
足
弐
人

一

一
、
荷
物
持
壱
人

一
、
帳
箱
持
壱
人

夫

馬

弐

疋

内
壱

疋

郡

組

江

覚

井
沢
門
太
夫

進
藤
碩
弥

－66－

~



－ 幻

決
而
差
出
間
敷
候
、
右
二
付

右

者

當

秋

立

毛

為

二

之
品
ヲ
以
、
一
汁
一
菜
之
外

兼
而
申
付
置
候
通
、
所
有
合

差

出

申

間

敷

候

、

以

上

不

用

之

人

馬

壱

人

壱

疋

万

端

馳

走

ヶ

間

敷

儀

、

井

耕
地
切
帳
、
村
升
合
夕
（
勺
）
等

見
分
↓
来
ル
ー
日
罷
越
候
間
、

認
メ
等
ゞ
支
度
可
し
致
候
、
勿
論

罷
出
、
案
内
可
し
致
候
、
尤
自
下

相
認
メ
、
名
主
組
頭
、
村
境
江

別

而

入

念

相

違

無

し

之

様

八

人

分

休

泊

之

村

方

二

而

卯
九
月
廿
八
日
地
方
御
役
所

－67－

~~~



‐

序
肴
券
依
確
り
砿

げ
~

r
|

鱗細
晶荊蕊

閏
九
月
二
日
休
塔 板

橋

村

水

野

尾

村

風

祭

村

後

河

原

村

入

生

田

村

湯

本

村

湯

本

茶

屋

須

雲

川

村

箱

根

宿

畑底

倉

村

大

平

臺

村

ノ

宿沢

－68－

’ ~



仏

ロ
ヨ
レ
〃
〃
件

龍
~ 塵I

は

~蟇

ｈ
ク
ケ
ー

ー 圃
胤
作

ハ

ム

溜

脆
刊
嘩
４
乙
苅

ば

り

と

矛

糺

似

傾

彩

月

伽
ｆ
渕

絢
哩
惚
河

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｉ
０
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
１
↓
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ⅱ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ

同

日

泊

宮

城

野

村

同
三
日
持
出
し
休

仙

石

原

村

同
日
泊

同
四
日
休

同
四
日
泊
り

生

土

村

芦

ノ

湯

桑

木

村

新

芝

村

東

山

新

田

竹

之

下

村

所

領

村

小
倉
野
新
田

深

沢

村

小中

島

村

湯
舩
（
船
）
村

山

村

－69－



１
１

’

痢
苧
雌

、
｡-畠
一口、

事

〃

衡

澗

~

ｆ

傷

″

Ｘ

~

ヘ
今
陞
ｊ
和
剥
鮴
雁
臆
や
ハ

４

〃

賜

り

”

・

エ

ル

川

泌

洲

，
膳
り
~
伊
Ｉ
慨
州！

ノ〆
９

・
乱
イ
ふ
易
！

圭
孤
ｒ
ｘ

一
剛
湖
〃
＃

－
１
心
~
〆

州
少
諏
砂
洲

笈
陰
仏
狩
~

上
ｆ
閥
吹
舛
~ 、

、

同
六
日
休

同
六
日
休

同
日
泊
り

菅

沼

村

御
代
知

菅

沼

村

大

胡

田

村

藤

曲

村

下

古

城

村

上

野

村

中

日

向

村

下

小

林

村

古

沢

村

上

野

新

田

上

古

城

村

棚

頭

村

用

沢

村

一

色

村

－70－

~



･

I

励
み
ｌ
フ
〃
Ｌ

昂

~ ~吟
灘

篝鮮

~

ず

惚

肌

い
あ
’
う
峰
仰
ノ
~
＃
１
垂
必
ｙ
ハ

膿
催
ｚ
勿
琢
砂
“
〃

参

篭

烏

堅

Ｐ

沙

鐸

お

ろ
遥
汽

〃
幟
吻
り
Ｘ

勘
ノ
息
弾
Ｘ

助
姥
甲
笈
~

易
い
勿
葬
準
〆

丞
叩
↓
ヤ
↑
八

一

同
同
日
泊
り

同
七
日
休

同

六

日

泊

り

中

丸

村

御
代
知

下

古

城

村

須

走

村

水
土
野
新
田

上

小

林

村

芝

怒

田

村

芝

怒

田

村

塚

原

村

六
日
市
場
村

山

尾

田

村

山

ノ

尻

村

清

後

村

増

田

村

大

堰

村

－71－

~



可
型
■

ｂ

Ｌ

「
。
』

柄
狗
延
》
し
~
片
仙
届

ﾉ、
り

ノ、
イ

吟 尽

惇

穐

澗

~

一

夕

《

２

筋

ハ

。

扱

鳴

×

そ
私
膿
Ｘ

弟
厚
ｘ

八
日
休

八
日
泊
り

同
九
日
休

仁

杉

村

北

久

原

村

御

殿

場

村

東

田

中

村

新

橋

村

二

枚

橋

村

萩

原

村

茱

萸

沢

村

川

島

田

村

杉

名

沢

村

西

田

中

村

神

場

村

保
士
沢
新
田

板

妻

村

－72－



ハ
イ
ゥ
〆
腓

雲

７

■

０

。

〃

１

０

，

Ｊ

叩
ｊ
Ｉ
ｌ
侭
ｒ

7

吟

ギ
ヤ
低
一
歩
ミ
ノ
胃
／
（
４
〆

、

、

崎
ゆ
必
む
れ

司
り
鍾
心
~
、
眠
“
《

没
ク
影
傾

げ
偉
〃
〃

ザ
１
出
及

〃
亀
勃
回

診
全
の
ゼ
冤
〆

液

面

方 （

二
参
承

ず
７
と
釜
認
猩
ｗ

L

l

同
日
泊
り

同
十
日
休

同

十

一

日

休

今

里

村

駒

門

新

田

同
日
泊
り

永

塚

村

中

畑

村

印

野

村

十
里
木
新
田

川

柳

新

田

中

清

水

村

深下

和

田

村

中

山

村

竃

新

田

萩

蕪

村

沼二

子

村

山田

村 村

－73－

~~



l ）

γ

'ド
住

7

1寺

う
Ｔ
ノ
ャ
傷

I

吟

向
７
や
犀

、

9
『可

小
諺
坊
〆

杢
旋
ソ
認
刑
の

息
腿
〆

倣
片
〆

髭
ず
あ
茨

乞
皐
ケ
ハ

〃
鳥
野

″
粍
列
傾

弄
〃
茄
個

東

沢

田

村

同

十

四

日

休

小

諏

訪

村

同
日
泊
り

平

松

新

田

同

十

三

日

休

二

シ

屋

新

田

同
日
泊
り

同
十
二
日
休

檜

新

田

麦

塚

村

茶

畑

村

茶

畑

村

稲

庭

村

公

文

名

村

佐

野

村

岩神大石

脇

村

波山坂

村村村

－74－



崎
７
ｔ
／
偉
峰
ふ
ん
”
率
ハ

，／

‘

ｊ
／
１
１
Ｍ
峰
岬
‐
・

ｆ
Ｌ
７
洋
勿
ｌ
僻

胸
１
ウ
ｋ
艇

『

嫁 ~

Ｉ
協
吟
~
八
片
葱
的

I

“
ダ

蔭
言
移

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

同

日

泊

古

宇

村

同
十
八
日
持
出
し
体

同
十
七
日
休

同
日
泊
り

同

泊

松

岡

加

島

新

田

同
十
六
日
持
出
し
体

ｌ

Ｉ

Ｉ

同
十
五
日
休

同
日
泊
り

~

~

~

~

~

~

足

保

村

久

連

村

小 小

諏

訪

村

徳

倉

村

日

守

村

檜

新

田

外

木

村

大

野

新

田

外

木

村

多

島

村

大

野

新

田

海

村

-75－

ト~



”
Ⅲ
糀
洲
釦
馴
仏
心
易
般
喉
叱
獅

Ｉ
侍

ｆ駒
~
ｆ
ゾ
ー
峰

1

1ケ

え
イ
~
は

、1

ﾚノ

I

|言

①

ず
て

/よ‐

【
Ⅱ
ア
よ
琴
令
源

争
わ
』
し
〉
“

／

；

《

や

州

雪

職

務

柳

ふ

ム

ヌ

方

移

り

例

~

絵

恢

八

臭

杉

リ

ヅ

易

今

Ｐ

郷

~

〃

剛

ソ

入

準

ゞ

~

〆

〆

~

錫

冷

ラ

バ

同

日

泊

り

八

木

沢

村

同
十
九
日
持
出
し
体

同

日

泊

り

門

野

原

村

同

廿

日

泊

り

大

仁

村

同

日

泊

り

田

京

村

廿

一

日

休

多

田

村

梅

名

村

同
日
泊
り

同
廿
二
日
休

安

久

村

下

松

本

村

長

伏

村

安

久

村

梅

名

村

青

木

村

平 上

松

本

村

玉

田

村

川

村

-76－



~

I

’‐ ′ ” ！＋ ｜ ､
’ ノ ・ ノ

ァ ‘‘ 、ィ′ 煮
β

＃~ 誹産~
， ノ旬 、
4 J

！"？
V '

1
J

.一

ー

ひ

~鼻潅~ f~”鱗×髪

~

~

~

~

／
I

基
″
ウ
対

丈
併
リ
別

〃

~

■

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｌ

凸

Ⅱ

１

１

．

８

０

．

．

９

Ｊ

１

，

，

■

ｊ

ｌ

■

０

■

■

Ⅱ

，

ｌ

・

ｊ

Ｊ

・

１

“

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

ｌ

Ｉ

Ｉ

■

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

↓

Ｉ

ｑ

１

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

０

・

Ｉ

Ｐ

Ｅ

ｇ

■

０

。

■

ｐ

Ｉ

ｌ

Ｉ

且

’

■

１

‐

４

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

－

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

６

ｌ

０

１

■

Ｄ

１

１

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

‐

－

０

０

１

１

１

１

１

１

‐

’

Ｉ

ｌ

ｊ

１

Ｉ

１

ｌ

１

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｔ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

０

↓

ｌ

ｆ

ｌ

ｉ

ｌ

Ｉ

ｆ

，

１

４

１

１

０

Ｌ

１

１

１

０

１

同
日
泊
り

同

廿

四

日

休

吉

演

村

同

廿

三

日

泊

り

吉

濱

村

同

日

泊

桑

原

村

同
廿
三
日
持
出
し
休

熱

海

岩 真

鶴

村

福

浦

村

鍛

冶

屋

村

宮

上

村

堀

之

内

村

宮

下

村

門 門 上

沢

村

大

竹

村

川 ﾉ| ’

村 村 村

-77－

』



~

、

鶯

~

〈
‐

鯵

僕烹~
くr
／,

~

．

夕

同
廿
五
日
休

追

而

村

下

致

二

印

形

｜

早

々

順

達

、

留

村

８

手

代

方

江

返

却

可

し

致

候

、

尤

請

免

村
々
者
耕
地
切
帳
、
不
し
及
二

差
出
｜
候
、
以
上 江

ノ

浦

村

根

府

川

村

米

神

村

石

橋

村

早

川

村

右

村

々
名

主

－78－

~
~

~~



~

～

天
~
似
陥
陽
〃
Ｉ
＃

1

~

I

J
J

D ■

， i

・ l
1

f l

I
1 1

,I

年

中

諸

入

用

取

調

拾

帳

天
保
十
四
癸
夘
（
卯
）
年

十

一
色
~

月 ’
1

~ノ、

日

I
’
’
1

）

大

竹

村
帆

Ⅸ

但

勿

１

１

１

１

１

１

１

I-79－

I
ゴ



~~

毒
参
一
ン
皿
峰
腰
』
》
雪
，
“
ワ
感
隆
一
舞
蓉
塞
帳
、
ノ
ｒ
Ｊ
へ
側
懸
隠

ーてC
‐

零
雪

篶

WI

虹

？

鯵
偉
噂

｝
丸
冷
少

己

～

〆

盆

前

往

還

人

足

賃

元

金

一
、
永
四
〆
（
貫
）
八
百
拾
文

盆

後

同

断

一
、
弐
〆
（
貫
）
四
百
七
拾
文

弐
口
〆
永
八
〆
（
貫
）
八
百
五
拾
四
文

此

訳

五

十

九

〆

（

貫

）

三

百

廿

一

文

盆

前

山

會

議

用

惣

代

江

沸

井

臨

時

之

分

一
、
金
弐
朱

ゼ

に

壱

〆

（

貫

）

六

十

八

文

又
〆
残
六
十
七
〆
（
貫
）
五
拾
八
文

利

永

七

百

八

拾

壱

文

五

分

但

し

年

壱

分

五

厘

三
〆
五
〆
（
貫
）
五
百
三
十
三
文
五
分

三
口
〆
残
弐
〆
（
貫
）
百
八
十
五
文

二
〆
三
〆
（
貫
）
三
百
弐
拾
九
文
五
分

‐

ト

ト

ー

■

０

国

■

Ｕ

ｑ

ｊ

ｑ

１

Ｉ

０

咽

１

Ｉ

ｂ

０

１

Ｌ

Ｊ

叩

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｊ

ｌ

利
永
壱
〆
（
貫
）
八
百
五
拾
文
五
分

外

弐

百

八

十

五

文

利

七

分

五

厘

海
道
之
分

~
~
~
~
~
~

－80－



－.里

一
畠
ろ
弱
多
舟
イ
ー
く
、

琴

~

御

~

！

一

す

ー

、
～

鋤
｝

し

一

▲
画
■

､昇

l
‐一」一ー ■手一= 一・一 －→－－－

~~
~~

１

１

１

１

Ⅱ

Ｉ

ｊ

４

６

１

Ｉ

Ｉ

Ｌ

１

Ｉ

４

Ｉ

４

４

Ｉ

■

０

■

Ｂ

ｌ

１

ｊ

Ｉ

Ｉ

暮

出

會

雑

用

惣

代

給
去

寅

年

割

一
、
〃
壱
〆
（
貫
）
六
百
落
之
分

三

十

八

文

一

、

銭

六

百

七

拾

五

文

外

残

弐

百

四

拾

：

五

文

三
口
〆
残
壱
〆
（
貫
）
八
百
八
十
三
文

貞

作

除

く

料

共

見
込

’
１
”
Ｉ
ｊ
ｌ
５
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
ｄ
ｑ
ｌ
－
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅶ
叩
Ｉ
■
『
い
■
』
■
１
８
Ⅱ
●
１
‐
ｌ
１
１
ｊ
ｎ
ｌ
抑
川
叩
Ⅱ
叩
二
■
■
■
酬
晒
皿
印
刷
■
』
皿
皿
■
Ⅳ
函
印
■
雪
間
皿
明
Ｗ
ｌ
０

－81－

！ ロ



も り

一一一

蕊
~向

一一一一一

$
り

~
》
商

一

…

Ｆ
夕

〆
金
三
両
三
分
弐
朱

残

三

〆

三

百

七

拾

五

文

残

と

し

て
拾

弐

〆

五

百

六

十

五

文

引

残

壱

〆

八

百

八

十

四

文

之

少

〆

残

拾

四

〆

四

百

五

十

三

文

一

、

金

弐

朱

一

、

金

弐

朱

ト

ゼ

に

百

四

文

一

、

〃

壱

分

卜

同

断

御

役

所

御

上

納

四

百

三

拾

壱

文

一
℃

″

壱

分

一

、

銭

六

百

三

拾

三

文

組

合

春

割

小

田

原

一

一

而

一

、

金

三

分

弐

朱

卜

組

合

夏

割

田

京

村

↓

一

面

ゼ

に

八

百

七

文

一

、

鋪

弐

百

文

一

、

同

三

百

文

一

、

金

九

百

文

御
目
見
之
節

組

合

割

夫
中
間
差
金

板

橋

渡

し

去

年

割

落

別
段
入
用
之
分

穀湖同

断

之

節

小
田
原
雑
用

弐

月

分

御
目
見
之
節

夫

人

夫

賃

源

寺

代

－82－



＝ ロー －三一－－
－

勿．

拳

'/

一
一
ソ
鯵
押
わ
〆
鉾
彦
~
~
＠
旗
“
》
ル
イ
ｊ
語
、
場

僅
”
ｚ
ケ
織
嫁
ケ
タ
〃
イ
ノ
喧
与
Ｉ
ｆ
ｖ
恥
称
ハ
泙
心
〃
鱈

守

や

〆

”

ー＝－‐百一

労
や

〆

=St
アダ禍~

ク

ダゴゼグ

号

‐

入
命
ク
熟
ガ
ノ
、
Ｉ

一

・
二
囮
、
一

グ

？

信

電

：

Ｆ

説

刃
興
″
ｆ
ｖ

~~

I

弐

口
〆

弐

拾

五

〆

（

貫

）

三

百

四

拾

壱

文

外
二
壱
（
貫
）
八
百
八
十
三
文
割
落
口

１
７
弐
拾
七
〆
（
貫
）
弐
百
廿
五
文

〆

金

壱

両

三

分

弐

朱

九

百

三

十

弐

文

〆

銭

拾

〆

（

貫

）

百

弐

拾

五

文

利

七

百

五

十

九

文

三
口
〆
拾
〆
（
貫
）
八
百
八
十
四
文

大

廻

り

様

割

一
、
金
弐
分
弐
朱
卜

桑

原

村

｝

一

而

ゼ

に

四

拾

弐

文

一

、

〃

弐

分

弐

朱

卜

組

合

暮

割

小

田

原

一

一

而

ゼ

に

六

百

八

拾

七

文

一

、

銭

拾

九

文

琉

球

人

国

役

御

上

納

一

、

鐸

百

廿

文

一

、

金

弐

朱

１日

ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
・
’
１

Ｉ１ｌｒ

ｉ

ｌ

ｉ

’

~~

~~

ｒ

４

Ｉ

ｊ

ｐ

４

Ｂ

０

１

１

ｒ

ｌ

０

０

ｌ

ｒ

ｇ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｊ

１ 計

枡

代

不

足

之

分

米

納

別

段

入

用

證

入

' ’
1

-83－

」1

口
~ ~



I

一一~ 一 字奎

嚴
甥
系
労
う
～

一一 ､一室 一 一一

~ 鴬
ー

「

淘
圃
？
？
２
１
、
、
~
‐
、
．
〃

が
~
イ
ー
ノ
、
ｉ

鞠

″

争

迩

一

、

銭

五

百

文

由

右

衛

門

小

田

原

雑

用

小

前

御

礼

六

百

文

一

、

金

弐

朱

御

入

部

御

祝

儀

之

節

小

田

原

雑

用

九

百

文

一

、

〃

三

朱

一

、

銭

三

百

文

ｊ

ｒ

銭

三

〆

弐

百

文

利

四

百

五

十

文

二
口
Ｊ
ｒ
二
一
〆
（
貫
）
六
百
八
十
文

小

田

原

行

九

百

文

一

、

金

三

朱

御
禰
美
之
節

小
田
原
雑
用

御
目
見
之
節

夫

人

足

賃

同

断

之

節

小
田
原
雑
用

－84－

~~

~



：
－

－ム
ｐａ

Ｉ

、

奎

筈〆

ヴ

？

／

●
噂

釧

〃

Ｉ

タ

グ

ｌ

〆
ら
い

ｆ

一
『
‐
且

Ｆ
ｒ
Ｌ

凸

叩

薮
＃
；
毎

《

■
〆
↑
シ

″

１

７

夕

．

１

陽

／

，

弥

詐

Ｊ

Ｏ

Ｄ

参

・

治

色

β

~

ﾔ
・

、

~~
ｊ
ａ
ｔ

＆

~

Lや．
、

Q~F~

~

弐
口

壱

〆

（

貫

）

弐

百

文

御

割

付

之

節

一

、

金

壱

分

小

田

原

雑

用

〃
，
四
〆
（
貫
）
五
百
八
十
文

證

入

■
■
■
■
日
■
■
■
８
■
■
■
９
９
０
１
１
Ⅱ
Ⅱ
０
０
■
ｑ
ｌ
１
ｊ
１
出
■
■
■
■
日
■
■
、

’
１
１
１
１
１
１

０
０
日
■
Ⅱ
０
１
０
Ⅱ
０
■
Ⅱ
１
Ｆ
の
‐
Ｉ
１
Ｉ
１
４
ｔ
Ｊ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
‐
■
■
且
■
■
Ⅱ
Ⅱ
１
‐

■
ｌ
ｑ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
、

．
１
Ｊ
Ⅱ
１
１
“
Ⅱ
Ⅱ
１
．
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｆ
ｌ
１
４
Ｉ
１
Ｉ
ｑ
Ｉ
Ｉ
１

－85－

I~ ~



一言 ー－

~

一 、－

▼、 V，

尭鬘

－

聯

／

一
か
い
“
侭
塚
ｗ
山
ノ
く
Ｉ
説
“
』
椛
岼
碓
唾
碓
遅
賓
形
や

一
ｈ
噸
和
紗
Ⅳ
／
制
：
《
~
雌
雌
悔
嶮
認
侭

一
ｎ
割
掬
心
玲
岬
〉
、
１
条
“
．
・
帷
》
》
幽
詫
搾
唖
《
い

、

）
榊
髪
隼
，
吟
吻
γ
私
流
畑
良
吻
へ

一
~
・
…
藩

ヌー

i－ﾋ，

~蒸

１

日

０

○

ｌ

１

０

ｊ

９

ｇ

Ｖ

‐
１
Ｎ
‐
？
‐
↑
島
／
タ
ー
ｌ
ノ
ー
’
’

一

プ

》

，

ヤ

ア

・

一

命
ソ
詞
痢
獅
ヤ
ハ
ゾ
マ
７
〃
Ｉ
Ｌ
勺
Ｉ
具
、
、
～
‐
、

一

、

銭

百

八

十

五

文

一

、

〃

四

百

八

拾

九

文

一

、

〃

拾

弐

文

一

、

〃

拾

弐

文

一

、

〃

拾

弐

文

Ｊ
ｆ
銭
三
〆
（
貫
）
九
百
文
七
拾
五
文

利

三

百

文

三
口
〆
四
〆
（
貫
）
弐
百
七
十
五
文
○

一

、

〃

六

十

四

文

坊

主

壱

人

一

、

〃

五

百

拾

三

文

蝋

そ

く

半

紙

代

一

、

〃

拾

弐

文

一
、

″

六

百

文

入人三入御

掛ケ高
用噌村用札
付割場

勢
蒟
（
州
）
二
見

御

師

江

尾
筋
（
州
）
熱
田

御

師

江

三
弱
（
州
）
星
の

祭

御

礼

江

尾
鋤
（
州
）

一

の

宮

籾

津

出

し

た

賃

取

替

－86－

■
一一一~



－一ー
ー

1

1

』

一
へ
ヶ
今
ｆ
ｆ
式
．
童
や
一
手

~
一
ｎ
畢
包
彫
奈
盆
で
″
、
卿
，
塞
碑

芽
芳
野
ｊ
Ⅲ
Ｉ
み
〃
伽
鮮
１

－
和
鼻
γ
舟
Ｙ
紗
“
あ
ん
１

↓
ｎ
代
卿
陥
～
数
棚
吟
Ｗ
Ａ

一一 －－雫

ハ
T) 洵 加

~

参
〆

’，

~～
青､存~一

サ ダ
、

ソ

三

口

〆

四

Ｊ
ｒ
銭
三
〆
（
貫
）
九
百
文
七
拾
五
文

一一一

、 ､ 、 一
、
〃
三
百
七
拾
弐
文

一

、

〃

五

百

文

一

、

〃

百

文

一

、

〃

廿

四

文

一

、

〃

拾

弐

文

一

、

〃

拾

弐

文

一

、

〃

拾

弐

文

一

、

銭

拾

弐

文

利

三

百

文

］
〆
四
〆
（
貫
）
弐
百
七
十
五
文
○

″
百
廿
四
文

″

弐

百

八

十

四

文

″

廿

四

文

常
茄
（
州
）
筑

波
山
御
師
江

勢
弱
（
州
）
尾
訪

座

頭

江

筆四

本

延

紙

五

丈

大

廻

り

様

御

神

酒

松

油

代

附

木

代

濃
訪
（
州
）
座
頭

弐

人

1

1 尾
茄
（
州
）
八
幡

御

師

江

″

国

惣

社

御

師

江

島

田

宿

出

家

江

I

I

州I
上

－87－

」
~



､＝ ～＝＝ 迅癖 一

｝ 『、向
氏 ~n v，

｜
一

一
わ

》
、

～ －．

， 句

へ▼ダ

サ
α、 －
つ

＝ ■ー一一一一一一一一一一ー

一
流
笥
癖
伽
哩
恥
岬
肱
令
Ｉ
《
四
一
、
圭
呼
泌
悔
、
~
乃
参
毎
い

ぶ

〆

【

〕

一

了
壁

『
~
雨
努
泌
診
部
騰
く
碑
ｆ
Ｉ
服
‐

n 氏 v， ~、
，▲

毒

犀
』

グー - ,. －
－ ~ ~也局

一
℃

〃

六

十

四

文

一
、
〃
七
拾
弐
文

一

、

〃

弐

百

文

一

、

〃

拾

弐

文

一

、

~

〃

百

文

一

、

〃

百

文

一

、

〃

三

百

五

拾

文

白

米

弐

升

○

○

の

代

一

、

〃

六

百

六

十

四

文

莚

代

一

、

〃

百

拾

弐

文

半

切

紙

百

枚

一

、

〃

拾

弐

文

一

、

〃

拾

弐

文

宿

座

頭

弐

一

、

〃

弐

百

六

十

四

文

み
成

田

泊

リ

松高

板札

代場

後

ゼ

四

人

泊

リ

三
弱
（
州
）
大
演
村

座

頭

松

油

代

栗豆尾
弱
（
州
）
今
田

神

主
かヅ

代腐

作
り

-88－

I



一
ｎ
』

》
、

》
、
，
、
勤
与
偽
毎
~
も
~
窪
睡
嬬
”
ソ
恥
一
一
一
《
径
梱
幽
剰

一
やわ

『ロ

ーン姿,･ブー写．

…

多
々
マ
ー
》
輌
酉
毎
劃
、
霞
圃
鱈
“
雪
《
一
、
旧
Ｐ
Ｐ
Ｆ
’
７
，
、

I
グー

・-戸

~（
、

~

、Ｏ
Ｂ
〃

一

､

弐
口
Ｍ
ｆ

二

口

〆

四

〆

（

貫

）

百

五

十

四

文

ド
一 ~~ 一 －－一

、

〃 〃

″

三

百

七

拾

弐

文

延
五

〃

璽’
三六

〆
（
貫
）
四
百
七
拾
三
文

利

八

十

七

文

百

文

百

文

十

五

文

百

七

文 籾

米

津

出

太

賃

紙鉄 八蝋

代砲

張

丁そ

丈
紙 代く

－89－

戸



ー
一

一
可
イ
”
ｒ
４
ｌ
ｒ

一
・
彦
際
灸
小
難
幾
一

”ノ雪､

,でｉ

稼

鬼

や

蒻

郷

厳

狩

り

併

脇

励

み

↓
ｉ

や

州
Ｍ
〉
砂
〉
辱
”
秘
砕
制
岬
ｖ
●
１
鈩
人
唖
帳
ｗ
瓢
銅
心
俺
ゞ

７
審
入
部
卿
タ
ケ
今
し
瀞
１
７
句
６

~

琴
／

一

一

一一一

Ｉ
~

~~~
~

事二 ~

ウーロー
寺

寺●ー~ 一一一

文

右

衛

門

籾

米

弐

俵

兵

蔵

此

石

八

斗

四

升

此

米

五

斗

四

合

八

斗

弐

升

替

代

永

六

百

拾

四

文

六

分

三

厘

御

蔵

米

壱

俵

也

替

米

十
八
日
弐
分
弐
厘
五
毛
か
へ

代

永

五

百

四

拾

八

文

五

分

八

厘

七

毛

差

引永

六

十

六

文

壱

分

弐

厘

壱

毛

縄

俵

代

一

、

永

四

文

八

分

五

厘

一

、

銭

弐

百

文

一

、

〃

弐

百

四

拾

九

文

御

見

分

之

節

取

替

利

割

落

〃
四
口
〆
壱
〆
（
貫
）
廿
六
文

愛

に米

九

升

五

合

九

升

幸

左

衛

門

計

代

銭

八

百

三

填

填

蔵

計

引

ゾ

ト

百

九

十

弐

文

全

く

割

落

一

、

銭

百

文

内
Ｊ
ｆ
永
七
拾
文
九
分
七
厘
七
毛

此

分

當

夘

（

卯

）

割

落

此

銭

四

百

七

十

三

文

壱
人
卜
弐
百
三
十
六
文
シ
シ

桝

取

分

へ

是

も

割

落

是御

も札

割之

落代

-90-

1



鼠
々
・
孝
心
ｆ

〃
″
婆
ｆ
ｋ
″
よ
〃
謝
仏
〃

２
郭
〃
ｋ
Ⅲ
凶
緋
船
級
秘
〃
伽
恥
執

肘
野
心
〈
″
僻
鰍
鐸
”
似
恥
乞
泌
が

此
″
形
恥
“
彫
薊
測
鍾
澪
桝
都
度
”
劣

一
が
”
Ｉ
ダ
ル
外
土
《
〃
〃
”
刎
荊
１

Ｍ
叩
突
Ｉ
塞
霞
″
馴
庇
人
侭
″
俗

人
１
ル
肯
〃
〃
雑
幾
椒
迩

〃
略
》
昨
旦
”
虐
斤
州
Ｚ
彫
凧
榊

繁

山

患

》

要

訓

令

域
猟
~
‐
″
１
７
１
〃
ｉ
殉

季
曇
森
羅
承
鯲
了

側
艸
州
猟
岬
馴
獅
紳
馴

傘
一
貫
諺
や
彪
剰
附
農
〆

叱
悲
〃
掘
妙
墓
菰
１
ム
テ
”
無
侭
岫
‐

髪

啄

壌

、
、
．
ア
ズ
ト
ー
ク
う
延
緋
が
多

一
▲
》
童

一

番

右

者

去

ル

亥

年

、

貴

殿

伊

豆

山

村

江

引

越

後

、

家

作

之

義

貸

家

二

相

成

居

候

所

、

去

辰

年

中

村

方

親

類

良

助

義

一

存

之

取

計

を

以

、

家

財

共

弥

七

江

責

渡

候

段

、

全

心

得

違
之
義
二
付
、
此
度
及
二
取
縫
一

既
二
御
上
沙
汰
二
も
可
二
相
成
一
候
、

拙

者

共

、

両

租

一

同

立

入

、

夫

々

掛

合

之

次

第

有

し

之

、

双

方

円

熟

相

整

、

家

財

代

金

拾

壱

両

余

之

内

二

而

、

役

方

御

年

貢

、

其

外

諸

勘

定

相

立

金

三

両

致

二

手

段

｜

、

即

、

同

良

助

相

渡

候

上

看

、

無

↓

｜

異

議

一

請
取
可
し
被
し
成
処
、
為
一
｝
相
績

人

帰

住

｜

迫

、

両

組

江

預

ケ

置

差

入

申

一

札

之

事

一

、

金

三

両

也

~

~

~

~

~

-91=

~~



一

飛
砺
辿
動
梱
令
ｊ
蛭
捌
洞
刎
逢
弥

鱒
畷
小
半
Ｉ
典
・
↑
〃
胤
暇
今
瀧

興
韮
へ
い
一
場
術
彰
山
！
’
し
必
緬
硲
や
~

〃
″
‐
獅
必
ｊ
卿
耶
術
γ
術
寿

刎
例
和
人
斤
巾
↓
外
“
や
７
Ｊ
り
１
１
〃
＄
〃
１

饗

~

慎

一

必

幸

率

砕

へ

”

”

峰

”

ん

ｒ

捻
子
‐
重
宝
ゞ
》
袴
鳥
畢
″

執

Ｊ

参

り

に

舟

瓜

を

↑

繊

御

舟

〃

、

、

ｆ

，

０

４

訳
嵯
↑
夕
顔
い
ｆ
４
ズ
刺
ｒ
串
〆

“
例
捌
″
伽
訓
刻
押
謝
膝
ゞ
″
易
哩
‐

執
Ｔ
必
？
捌
雌
加
伽
里

方
湖
鑑
迄
坐
踊
彪
応
ｊ
〃
〆
ゲ
露
ｊ
″
ヘ

騰

糾

珊

職

？

６
”
先
″
多
く
，
Ａ
２
為
弥
蛛
舩
久
肢

后
年
之
手
嘗
一
一
被
し
成
度
段
、

役

向

御

頼

二

付

一

同

承

知

、

則
、
年
壱
割
之
利
付
二
定
、
慥
二

預

利

置

、

元

利

明

細

勘

定

相

仕

立

、

帰

住

之

節

、

急

度

返

済

可

し

致

事

、

あ

り

き

だ

リ

ー
、
屋
敷
其
外
田
畑
等
、
有
来
（
在
来
）

之

通

、

組

内

二

而

相

賄

、

年

々

御

年

貢

皆

濟

い

た

し

、

聯

不

納

無

し

之

様

取

計

、

且

亦

徳

米

等

之

有

無

、

取

調

呉

候

様

御
頼
一
一
付
、
是
又
致
二
承
知
一
候
、

其

外

不

レ

寄

二

何

事

一

、

成

た

と

え

丈

之

世

話

い

た

し

、

警

何

年

他

出

被

し

成

居

候

共

、

無

二

別

外

｝

御

取

持

可

レ

申

条

、

少

も

相

違

無

し

之

候

、

後

日

預

リ

一

札

差

入

申

処

、

如

レ

件

、

組

親

文

治

郎

印

弘
化
二
己
年
九
月
廿
七
日

長

兵

衛

印

周

藏

印

茂

吉

印

組

親

傅

兵

衛

印

金

預

リ

文

治

郎

印

－92－



作
ず
ふ
＃
よ
~
今
似
確

覗
州
喚
勿
隼
な
Ｉ
柳
玖
二識

苛

砕
陛
拳
鯵
心
鮴
ｌ
樽
、
一
北
。

携

え

岫

下

‐

航，ハ

龍

み
だ
〃
皮

催
馴

鈩

＃
埒
例
碕
↑

／:、 イ

燐
降 ,吾
摺 f

〈
郡
部
必
罰
『
‐
副
づ
々
一
睡
狐
Ⅷ
‐
９
鐸
ｒ
・
〆

恥
彗
い
酎
岬

雲
傷
弁
‐

釜
へ
f

IK, '5
ヤ ホ

易
か
剥
嶮
‐
乃
卜ド

~‐１
１
１
‐

・

’

１

．

１

０

１

１

‐

’

‐

ｌ

‐

‘

１

１

‐

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

０

Ｉ

、

“

、

‐

Ｊ

ｉ

ｉ

ｌ

ｉ

‐

ｌ

‐

‐

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

１

１

‐

‐

１

１

１

１

・

‐

ｌ

Ｉ

Ｉ

１

１

Ｉ

１

１

ｌ

Ｉ

γ

Ｉ

Ｉ

１

１

１

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

‐

１

１

１

、

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｈ

‐

１

１

！

●
１
１
１
■
■
。
■
Ｉ
■
■
■
訂
ｌ
■
。

前

書

之

通

相

連

無

し

之

候

、

依

而

致

二

奥

印

一

候

以

上

弘

化

二

己

年

九

月

廿

七

日

長

兵

衛

印

周

藏

印

傳

三

郎

印

組

親

傅

兵

衛

印

金

預

リ

啓

十

郎

印

文

蔵

殿

後

家

お

さ

き

殿

名
主
又
兵
衛
印

組
頭
太
兵
衛
印

百
姓
代
要
藏
印

″

善

藏

印

″

菊

八

印

五
兵
衛
印

利
兵
衛
印

－93－

~~

~



／
ヴ

蕊

御

用

留

弘
化
四
丁
夫
年

正

月

日

大

竹

村

－94－



~

一
”
〃
も
農

佑
”
《
Ｔ
勿
葱
シ
，

，
ｔ
ノ
ム
釧
胤
胤
今
庶
伶
〆
．

画
タ
ー
ー
訓
ｎ
挫
刷
〃
け
ｖ
／
Ｉ

－－

〃

〃

小

Ｊ

Ⅵ

い

た

乳

伽

唖

公恥ググヘラｆｒトー〃

‐〕〉

一~ ~

癒

~

坐

箸ノ
』

~寺

I

L&
~’

_J_ －－6碇一 .－，一ｺ‘－ゴュL幻唾旦一＝凹一△L 四､仁､心一 ・ - =- 巳 =一 ‐ ･ .-- . ｡ _

有
し
之
衣
服
之
儀
、
来
未
年
β
相
改
候
｝
一
付
、
郷
方
之
儀
者

去
寅
年
以
来
、
委
細
申
聞
置
候
候
得
共
、
御
家
中
も
厳
重
二

弘

化

三

午

年

十

二

月

御
家
中
、
音
信
贈
答
衣
服
等
之
儀

被
し
仰
候
上
者
、
弥
心
得
違
無
し
之
様
、
堅
く
相
守
、
農
業
等
之

道
無
二
油
断
~
出
精
致
シ
候
様
、
可
二
申
聞
一
候
、
取
締
筋
之
儀
ハ

ト

ク

ド

其
方
共
、
専
心
配
致
候
儀
一
一
付
、
篤
与
相
弁
へ
、
小
前
末
々
迫

不
し
洩
様
、
急
度
可
一
申
聞
二
候
、

右

之

通

可

二

相

心

得

↓

候

、

此

段

申

達

候

以

上

右

者

明

八

日

朝

、

安

久

村

出

立

、

小

田

原

表

江

罷

帰

り

候
間
、
右
人
足
差
出
可
レ
申
候
、
以
上

午
十
二
月
廿
九
日

未
二
月
七
日

一
、
加
篭
人
足

一
、
両
掛
壱
荷

鴬

（
板
橋
村
迫
、
道
筋
村
々

安
久
村
４

取

締

役

共

江

去
辰
年
被
二
仰
出
》

小

小
小

川

ﾉ1 11
川名

主
中
）

共

戚
共

戚

共

臓

－95－

」



一
〃
・
~
~
~
門
１
ノ
９
~
~
勾

李
，
』
／
Ｉ
（
権
門
Ⅷ
〉

〉

腱

に

脈

卜

認

↓

‐

も

グ
ツ
７
Ａ
恥
必
侭
叩
~
物
少
~
興
一
剤
ン
虐
診
乍
九
~
”
〃
偲
〆

で

珍

皇

上

‐

‐
』
《
岬
い
い
型
《
”
ん
語
シ
・
。
，
伊
〆
・
屋

艶
~
~
↑
グ
~
″
●
″
，
紗
１
↑
７

Ｊ
Ｔ

－
↑
〃
◆
、
寺

？
Ｌ
症
．
根
勿
一
剤
、

』

〆

〃

勿

一

』

〆

々

↓

ソ

／

’

”

ハ

．

／

７

．

．

，

．

Ｙ

腰

．

』
◇
ム
ザ
ク

〆

〃

、

ｆ

筐-，

弥

各

々

様

方

御

堅

勝

二

御

勤

役

被

し

成

珍

重

之

御

儀

二

奉
レ
存
候
、
然
八
兼
而
御
案
内
之
田
京
村
不
足
高
調
之
儀

正
月
中
二
調
度
旨
・
小
前
中
申
候
得
共
、
二
月
相
成
可
し
調

段
、
私
よ
り
申
入
置
候
、
余
り
延
候
而
も
、
気
受
一
一
も
抱
リ

申
候
間
、
何
卒
々
々
當
十
二
日
二
各
々
様
方
乍
皇
御
苦
労
↓
田
京
村
迄

御
光
来
奉
節
、
委
細
之
儀
ハ
御
高
面
二
可
二
申
上
》
候
間
、
何
分

無
二
御
名
代
一
御
光
来
奉
二
願
上
候
、
以
上

大

仁

村

未

二

月

十

日

名

主

甚

右

衛

門

多

田

村

β

御

名

主

中

桑

原

村

迄

盛

姫

君

様

、

今

十

日

御

逝

去

二

付

、

来

ル

十

六

日

迫

鳴

物

御

停

止

、

普

請

者

不

レ

苦

候

、

右
之
通
可
レ
被
二
相
触
｝
候
、

三

月

十

日

右

趣

従

二

公
義
↓
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↓
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仰
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